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　今、市町村のあり方や地方行財
政制度全般にわたり、制度変革を
迫られる時期を迎えております。
　一方、国・地方を問わず、依然と
して大幅な財源不足が見込まれ、
社会保障関係経費の自然増や公
債費が高い水準で推移することな
どにより、極めて厳しい財政環境
にあります。
　平成 20 年度の予算編成に当た

り、国民健康保険事業会計などの特別会計を含めて、歳出の削
減・圧縮に努めました。しかし、大幅な財源不足を生じ、この財
源の調整として、やむを得ず財政調整基金を取り崩し、収支の均
衡を図らざるを得ない、厳しい予算編成を余儀なくされました。
　こうした状況の中、改めて、「財政健全化の堅持」と「行財政改
革の推進」は、今後も避けて通れない本市の最大の政策課題とし
て重く受け止めているところです。
　これを踏まえ、平成 20年度の重点施策を、総合計画に沿って
紹介します。

春日市長　井上 澄和

　
３
月
定
例
市
議
会
で
井
上
市
長
が﹁
平
成
20
年
度
施
政
方
針
﹂

を
表
明
し
﹆﹁
平
成
20
年
度
予
算
﹂も
確
定
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
﹆ど
の
よ
う
な
方
針
で
市
政
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
﹆そ
し
て
﹆大
切
な
税
金
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
﹆お

知
ら
せ
し
ま
す
。

第1章　平成20年度施政方針
第2章　平成20年度春日市の予算
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○
自
治
会
活
動
へ
の
支
援
の
在
り
方 

を
、引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

○「
市
民
活
動
団
体
」な
ど
と
の
連 

携
・
協
力
を
深
め
な
が
ら
、市
民
の
自

主
的
な
公
益
活
動
の
活
性
化
に
向
け

た
支
援
に
努
め
ま
す
。

主
な
事
業

▽
地
区
関
係
費（
６
，６
６
７
万
円
）

○
公
民
館
未
整
備
地
区
の
解
消
の
た 

め
、
塚
原
台
地
区
に
新
し
く
公
民
館

を
整
備
し
ま
す
。

○
既
設
の
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
ト
イ

レ
の
改
善
や
老
朽
化
し
た
設
備
の
改

修
な
ど
に
努
め
ま
す
。

○
生
涯
学
習
活
動
の
さ
ら
な
る
推
進
の

た
め
、
生
涯
学
習
推
進
委
員
へ
の
学

習
情
報
の
提
供
や
事
業
内
容
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

学
校
で
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

全
小
学
校
に
英
語
活
動
指
導
員
を
配

置
し
て
、
全
学
年
で
の
実
践
を
進
め

ま
す
。

○
学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
春
日
原
小

学
校
の
校
舎
増
築
工
事
、
春
日
中
学

校
の
屋
内
運
動
場
改
築
工
事
の
設 

計
、春
日
北
小
学
校
の
屋
内
運
動
場

の
構
造
調
査
を
行
い
ま
す
。

○
校
舎
の
南
側
面
に
植
物
を
は
わ
せ
て

窓
を
覆
い
、
夏
場
の
快
適
性
を
確
保

し
ま
す
。ま
た
、そ
れ
を
環
境
教
育
の

教
材
に
活
用
す
る
た
め
、
白
水
小
学

校
と
春
日
東
中
学
校
を
モ
デ
ル
校
と

し
て「
緑
の
カ
ー
テ
ン
事
業
」を
実
施

し
ま
す
。

○
家
庭
教
育
は
、
す
べ
て
の
教
育
の
基

盤
で
す
。
家
庭
教
育
力
の
充
実
の
た

め
、さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
み

ま
す
。

○
家
庭
教
育
の
支
援
の
た
め
、
大
人
の

教
育
力
を
生
か
し
た「
子
ど
も
の
体

験
活
動
機
会
の
提
供
・
拡
充
」に
取
り

組
み
ま
す
。

主
な
事
業

▽
春
日
原
小
学
校
施
設
整
備
事
業（
３ 

億
９
４
４
万
円
）

主
な
事
業

▽（
仮
称
）塚
原
台
地
区
公
民
館
建
設
事 

業
費（
９
，０
５
９
万
円
）

○
人
権
を
尊
重
す
る
社
会
の
実
現
の
た 

め
、「
福
岡
県
人
権
教
育
・
啓
発
基
本

指
針
」、「
春
日
市
人
権
を
尊
ぶ
ま
ち

づ
く
り
条
例
」、「
人
権
教
育
及
び
人

権
啓
発
推
進
春
日
市
実
施
計
画
」
に

基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の

解
消
の
た
め
の
啓
発
や
研
修
、
講
座

な
ど
を
行
い
ま
す
。

主
な
事
業

▽
人
権
啓
発
事
業
費（
８
７
５
万
円
）

○
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
に
ふ
さ
わ

し
い
都
市
を
目
指
し
、「
春
日
市
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
」や「
春
日
市
男
女

共
同
参
画
を
推
進
す
る
条
例
」
に
基

づ
き
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
た
啓
発
な
ど
の
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

主
な
事
業

▽
女
性
相
談
事
業
費（
89
万
円
）

○
確
実
な
学
力
定
着
と
一
人
一
人
に
対

応
し
た
指
導
環
境
を
確
保
し
、
中
学

校
進
学
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
不
適
応
を

緩
和
す
る
た
め
、
全
小
学
校
の
６
年

生
を
対
象
に
、
30
人
以
下
学
級
を
導

入
し
ま
す
。

○
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進
に
大

き
な
効
果
が
あ
る「
地
域
運
営
学
校
」

の
指
定
を
さ
ら
に
拡
大
し
ま
す
。
今

年
の
10
月
以
降
は
、
全
小
学
校
が
地

域
運
営
学
校
と
な
る
予
定
で
す
。

○
市
独
自
で
作
成
し
た
小
学
校
英
語
活

動
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
活
用
し
て
、
各

市
民
活
動
の
推
進

人
権
の
尊
重

平
成
20
年
度
施
政
方
針

第1章

生
涯
学
習
の
充
実

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

教
育
の
充
実
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○
振
興
・
育
成
・
普
及
・
鑑
賞
の
４
つ
の

指
標
に
よ
る
事
業
を
展
開
し
、
市
民

文
化
・
市
民
芸
術
を
育
み
ま
す
。

○
市
民
に
愛
さ
れ
、
足
を
運
ん
で
も
ら

え
る「
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
」を

目
指
し
て
、事
業
の
企
画
・
内
容
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

主
な
事
業

▽
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
文
化

事
業
費（
１
，７
３
４
万
円
）

○
国
指
定
史
跡「
須
玖
岡
本
遺
跡
」の
継

続
的
な
用
地
取
得
を
行
い
ま
す
。

○
伝
統
行
事
や
伝
承
文
化
、歴
史
的
景

観
な
ど
の
文
化
遺
産
は
、「
春
日
市
文

化
財
保
存
活
用
基
本
計
画
」に
基
づ 

き
、そ
の
保
存
活
用
を
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

主
な
事
業

▽
須
玖
岡
本
遺
跡
施
設
整
備
事
業
費

（
３
，１
４
１
万
円
）

○「
北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ

ジ
オ
パ
ー
ク
」
も
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点

の
ひ
と
つ
と
し
て
活
用
を
図
り
、
春

日
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
に
基

づ
き
、「
い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、い
つ

ま
で
も
」
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と

度
）が
開
始
さ
れ
ま
す
。こ
の
制
度
の

運
営
主
体
で
あ
る
福
岡
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
、制
度
の
円
滑
な
運
営
に
努
め

ま
す
。

主
な
事
業

▽
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金

（
８
億
４
，５
７
１
万
円
）

○
認
知
症
の
人
や
要
介
護
度
が
比

較
的
高
い
人
で
も
、住
み
慣
れ
た

地
域
で
、実
情
に
応
じ
た
柔
軟
な

体
制
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
る「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

○
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業

所
を
併
設
し
た
地
域
密
着
型
介
護

老
人
福
祉
施
設
の
整
備
誘
致
に
努
め

ま
す
。

○
介
護
保
険
料
の
引
き
上
げ
額
が
大
き

い
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ

て
い
る
た
め
、引
き
続
き
激
変
緩
和

措
置
を
継
続
し
ま
す
。

○
高
齢
者
世
代
と
現
役
世
代
の
負
担
を

明
確
に
す
る
た
め
に
、独
立
し
た
長

寿
医
療
制
度（
後
期
高
齢
者
医
療
制

が
で
き
る
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

主
な
事
業

▽
温
水
プ
ー
ル
管
理
費（
６
，２
６
２
万

円
）

▼国指定重要無形民俗文化財「婿押し祭り」

文
化
振
興

文
化
財
保
護

ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

高
齢
者
支
援
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○
今
年
度
末
に
、「
西
地
区
児
童
セ
ン
タ

ー
」が
完
成
す
る
予
定
で
す
。東
西
南

北
に
均
衡
の
と
れ
た
整
備
が
完
了
す

る
こ
と
か
ら
、
遊
び
を
通
し
て
の
児

童
の
健
全
育
成
の
充
実
に
取
り
組
み

ま
す
。

○
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
児
童
数
の
適

正
化
を
図
る
た
め
、「
放
課
後
子
ど
も

プ
ラ
ン
」に
基
づ
く
整
備
を
、平
成
21

年
度
ま
で
に
行
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、春
日
小
、春
日
西
小
、春
日
南
小

の
３
ク
ラ
ブ
の
分
離
と
、大
谷
小
、春

日
東
小
、春
日
北
小
の
、将
来
の
分
離

に
備
え
て
の
増
改
築
で
す
。

○
認
可
外
保
育
施
設
に
つ
い
て
、
入
所

児
童
健
康
診
断
費
用
の
補
助
制
度
を

新
設
し
ま
す
。

○
乳
幼
児
医
療
に
つ
い
て
、
通
院
に
お

け
る
医
療
費
助
成
の
対
象
者
の
範
囲

を
見
直
し
、こ
れ
ま
で
の「
４
歳
未
満

ま
で
」
を「
５
歳
未
満
ま
で
」
と
し
ま

す
。

○
児
童
虐
待
を
未
然
に
防
止
し
、
適
切

な
養
育
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
に
、
す
こ
や
か
子
育
て
家
庭
訪
問

事
業
を
通
年
で
実
施
し
ま
す
。

主
な
事
業

▽（
仮
称
）西
地
区
児
童
セ
ン
タ
ー
整
備

費（
３
億
３
，７
９
２
万
円
）

○
障
害
者
の
地
域
で
の
自
立
し
た
日
常

生
活
の
た
め
、
相
談
支
援
事
業
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
、今
後

さ
ら
に
充
実
し
ま
す
。

○
障
害
者
の
経
済
的
な
自
立
の
た
め
、

就
労
に
必
要
な
知
識
や
能
力
の
向
上

を
図
る
就
労
支
援
体
制
を
充
実
し
ま

す
。

主
な
事
業

▽
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業
費

（
５
億
３
，７
３
２
万
円
）

○
病
気
、事
故
、失
業
な
ど
の
不
測
の

事
態
に
よ
り
、生
活
が
困
窮
す
る
場 

合
、
早
く
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、さ
ま
ざ
ま
な
制
度
を
適
切
に

運
用
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
ま 

す
。

主
な
事
業

▽
生
活
保
護
費（
15
億
２
，７
３
４
万
円
）

○「
い
き
い
き
春
日
21
健
康
づ
く
り
支

援
計
画
」に
基
づ
き
、生
活
習
慣
病
予

防
と
介
護
予
防
を
柱
に「
運
動
」、「
栄

養
」を
重
点
目
標
に
掲
げ
、市
民
と
連

携
し
た
事
業
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

○
介
護
予
防
の
推
進
の
た
め
、
要
介
護

認
定
者
を
除
く
高
齢
者
を
対
象
に「

身
体
機
能
の
状
態
や
介
護
・
生
活
状

況
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

を
行
い
、生
活
機
能
が
低
下
し
て
い

て
、介
護
が
必
要
と
な
る
恐
れ
の
あ

る
虚
弱
な
高
齢
者
の
把
握
に
努
め
ま

す
。

○
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、妊
娠
・

出
産
に
か
か
る
経
済
的
不
安
を
軽
減

し
、
積
極
的
な
妊
婦
健
康
診
査
の
受

診
を
推
進
す
る
た
め
、
公
費
負
担
の

拡
充
を
行
い
ま
す
。

○
国
の「
麻
し
ん
排
除
計
画
」に
基
づ 

き
、
中
学
１
年
生
と
高
校
３
年
生
を

対
象
と
し
た「
麻
し
ん
・
風
し
ん
」
の

予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。

主
な
事
業

▽
予
防
接
種
費（
１
億
２
，３
４
３
万
円
）

○
市
民
の
一
人
一
人
の
省
資
源
・
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
行
動
を
促
す
啓
発
活
動
の

一
環
と
し
て
、小
中
学
校
の「
緑
の
カ

ー
テ
ン
事
業
」や
市
庁
舎
の「
壁
面
緑

化
事
業
」を
行
い
ま
す
。

○「
生
ご
み
の
減
量
・
資
源
分
別
回
収

の
促
進
」
や「
発
生
抑
制（
リ
デ
ュ
ー 

ス
）、
再
使
用（
リ
ユ
ー
ス
）、
再
生
利

用（
リ
サ
イ
ク
ル
）い
わ
ゆ
る
３
Ｒ 

の
促
進
」を
進
め
、引
き
続
き
循
環
型

社
会
の
形
成
に
努
め
ま
す
。

○
可
燃
ご
み
を
処
理
す
る
新
清
掃
工
場

を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
地

元
自
治
会
に
説
明
し
、
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、
平
成
28
年
４
月
の
供
用
開

始
を
目
指
し
ま
す
。

主
な
事
業

▽
塵じ
ん
か
い芥
焼
却
処
理
費（
５
億
２
，４
８
０ 

万
円
）

子
育
て
支
援

障
害
者
支
援

生
活
困
窮
者
支
援

健
康
づ
く
り
支
援

環
境
と
の
共
生
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○
新
た
に「
生
活
安
全
対
策
担
当
」を
配

置
し
、
防
犯
対
策
の
一
層
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

○「
つ
い
で
隊
」や「
総
合
情
報
メ
ー
ル
」

事
業
な
ど
の
拡
充
を
進
め
る
と
と
も

に
、「
防
犯
教
室
」な
ど
各
地
域
で
開

催
さ
れ
る
防
犯
に
対
す
る
取
り
組
み

へ
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

○
市
職
員
が
運
転
す
る
青
色
回
転
灯
を

付
け
た
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車 

（
青
パ
ト
）２
台
を
活
用
し
た
パ
ト
ロ

ー
ル
体
制
の
強
化
を
図
る
一
方
、
行

政
や
警
察
、市
民
と
の
連
携
強
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

○
自
治
体
や
警
察
、消
防
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
で
構
成
す
る「
筑
紫
地
区
安

全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
」

と
連
動
し
て
、
犯
罪
な
ど
の
撲
滅
に

取
り
組
み
ま
す
。

○
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、 

「
春
日
市
地
域
防
災
計
画
」に
基
づ 

き
、安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

○
市
内
全
世
帯
に「
春
日
市
防
災
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」
を
配
布
し
、
防
災
に
対

す
る
市
民
啓
発
活
動
を
図
る
と
と

も
に
、防
災
訓
練
を
計
画
し
ま
す
。

主
な
事
業

▽
防
犯
・
暴
追
推
進
費（
４
１
８
万 

円
）

○
春
日
那
珂
川
水
道
企
業
団
や
福
岡

地
区
水
道
企
業
団
と
連
携
し
、水
資

源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、よ
り
安

全
で
お
い
し
い
水
を
安
定
的
に
供

給
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

○
市
民
の
節
水
意
識
の
向
上
を
促
進 

し
、節
水
都
市
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

主
な
事
業

▽
福
岡
地
区
水
道
企
業
団
出
資
金 

（
６
，６
６
５
万
円
）

○
地
域
の
相
互
扶
助
機
能
が
希
薄
に

な
っ
て
き
て
い
る
現
状
に
対
応
す

る
た
め
、「
春
日
市
地
域
福
祉
計
画
」

を
策
定
し
、
そ
の
計
画
理
念
に
沿
っ

て
推
進
し
ま
す
。

主
な
事
業

▽
社
会
福
祉
協
議
会
費（
１
億
１
，

４
６
９
万
円
）

○「
春
日
市
地
区
街
づ
く
り
条
例
」

に
基
づ
き
、
土
地
利
用
に
関
す
る

良
質
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

○
関
係
団
体
と
連
携
し
て「
西
鉄
天

神
大
牟
田
線
連
続
立
体
交
差
事

業
」を
進
め
、
早
期
完
成
を
目
指

し
ま
す
。

○
連
続
立
体
交
差
事
業
の
進
ち
ょ
く

に
合
わ
せ
て
、春
日
原
駅
前
線
の
暫

定
整
備
を
行
い
、朝
市
通
り
に
接
道

す
る
部
分
の
一
部
を
供
用
開
始
す

る
予
定
で
す
。

○
桜
ヶ
丘
地
区
と
日
の
出
町
地
区
の

一
部
、
そ
し
て
春
日
地
区
・
春
日
公

園
地
区
の
各
一
部
を
対
象
に
、
各
土

地
の
調
査
・
測
量
を
行
い
、
登
記
簿

と
地
籍
図
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

主
な
事
業

▼
西
鉄
春
日
原
駅
周
辺
整
備
事
業　
　

（
７
，０
９
１
万
円
）

防
犯
防
災
体
制
の
充
実

生
活
用
水
の
確
保

地
域
福
祉
の
推
進

土
地
利
用

市
街
地
整
備
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○
那
珂
川
宇
美
線
の
下
白
水
工
区
、
小

倉
工
区
の
早
期
完
了
に
向
け
、
県
と

連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

○
福
岡
筑
紫
野
線
の
事
業
促
進
に
向
け

て
、引
き
続
き
、県
に
要
請
し
ま
す
。

○
大
土
居
下
の
原
線
の
早
期
完
了
に
努

め
る
と
と
も
に
、
小
倉
交
差
点
か
ら

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
に
至
る
小

倉
紅
葉
ヶ
丘
線
の
拡
幅
事
業
に
着
手

し
ま
す
。

○
道
路
・
歩
道
・
側
溝
の
整
備
を
計
画
的

に
進
め
ま
す
。

○
信
号
機
の
設
置
を
引
き
続
き
要
望 

し
、
交
通
安
全
施
設
な
ど
の
整
備
を

進
め
ま
す
。

○
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
、
自
転

車
の
通
行
ル
ー
ル
が
大
幅
に
見
直
さ

れ
ま
し
た
。
交
通
安
全
指
導
員
と
協

力
し
て
、そ
の
啓
発
に
努
め
ま
す
。

○
ま
ち
の
景
観
を
損
な
い
、
交
通
の
障

害
と
も
な
る
違
法
看
板
の
除
去
を
、

引
き
続
き
強
化
し
ま
す
。

主
な
事
業

▽
小
倉
紅
葉
ヶ
丘
線
整
備
事
業
費 

（
１
億
６
，０
７
７
万
円
）

○
市
内
に
残
さ
れ
た
貴
重
な
緑
地
と
し

て
保
全
に
努
め
て
い
る「
春
日
の
森

特
別
緑
地
保
全
地
区
」は
、国
の
補
助

制
度
を
活
用
し
、
擁
壁
な
ど
の
整
備

を
し
ま
す
。

○
松
く
い
虫
に
よ
り
、
ア
カ
マ
ツ
の
自

然
植
生
林
が
消
失
の
危
機
に
直
面
し

て
い
る
た
め
、
被
害
の
拡
大
防
止
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
公
園
利
用
者
の
モ
ラ
ル
向
上
を
促
す

た
め
の
啓
発
を
行
い
ま
す
。
地
域
の

皆
さ
ん
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
自

主
管
理
公
園
を
推
進
し
な
が
ら
、
愛

護
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

主
な
事
業

見
直
し
を
行
い
、
組
織
の
ス
リ
ム
化

を
進
め
ま
す
。

〈
主
な
事
業
〉

▽
総
務
事
務
費（
８
，５
５
５
万
円
）

○
高
度
化
、
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に

対
応
し
て
い
く
た
め
に
、
近
隣
市
町

と
の
さ
ら
な
る
連
携
を
図
り
ま
す
。

〈
主
な
事
業
〉

▼
筑
紫
野
・
春
日
・
筑
前
筑
慈
苑
施
設
組

合
負
担
金（
５
，７
３
２
万
円
）

○
行
政
だ
け
で
な
く
市
民
や
企
業
が

そ
れ
ぞ
れ
得
意
と
す
る
分
野
で
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
、
さ
ら
に
対
等

な
立
場
で
協
働
し
て
い
き
ま
す
。

○
第
５
次
総
合
計
画
策
定
作
業
に
お

い
て
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
画

を
得
な
が
ら
進
め
ま
す
。

〈
主
な
事
業
〉

▼
市
政
広
報
費（
２
，６
０
１
万
円
）

○
一
人
一
人
の
職
員
を
能
力
の
高
い

意
欲
あ
る「
人
材
」と
し
て
育
成
し
、

こ
れ
を
有
効
に
活
用
し
て
い
く
た
め

今
年
2
月
に「
春
日
市
人
材
育
成
・
活

用
基
本
方
針
」を
策
定
し
ま
し
た
。

○
す
べ
て
の
職
員
に
、
そ
の
役
割
と
責

任
の
度
合
い
に
応
じ
て
、業
績
、意
欲

・
態
度
、
能
力
を
評
価
す
る「
人
事
評

価
制
度
」を
導
入
し
、試
行
し
ま
す
。

○
行
政
改
革
推
進
計
画
に
基
づ
く
職
員

総
数
の
抑
制
、
公
債
費（
借
金
）の
縮

減
、
民
間
活
力
の
導
入
な
ど
に
よ
る

行
政
改
革
を
継
続
し
ま
す
。

○
増
加
す
る
行
政
課
題
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
行
政
評
価
を
軸
と
し
た
行
政

経
営
の
手
法
を
検
討
し
、
制
度
の
構

築
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
行
政
組
織
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

▼
春
日
の
森
特
別
緑
地
保
全
地
区
整
備

事
業
費（
４
，２
５
６
万
円
）

○
春
日
市
商
工
会
と
の
協
力
、
連
携
体

制
の
一
層
の
強
化
に
努
め
な
が
ら
、

中
小
企
業
の
経
営
安
定
と
振
興
を
目

的
と
し
た
事
業
資
金
融
資
制
度
や
特

産
品
づ
く
り
事
業
な
ど
へ
の
支
援
を

通
じ
て
、
地
元
商
工
業
の
発
展
に
努

め
ま
す
。

○
農
地
は
食
料
生
産
と
い
う
主
要
な
機
能

に
加
え
、
環
境
保
全
や
雨
水
調
整
、
防

災
な
ど
の
多
く
の
大
切
な
機
能
を
併
せ

持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
民
農

園
や
地
産
地
消
な
ど
を
通
じ
て
、
都
市

環
境
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

主
な
事
業

▽
商
工
振
興
対
策
費（
３
，１
６
７
万
円
）

第2章
春日市の予算へ

交
通
体
系
の
整
備

憩
い
の
空
間
整
備

商
工
業
振
興
・
農
業
支
援

協
働

経
営

広
域
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　平成20年度の市の予算が決まりました。
　一般会計の予算総額は、前年度の当初予算に比べ
4,089万円(0.2％)の増額で、ほぼ横ばいとなっています。
本年度は、財政調整基金を昨年度当初比で9,000万円増
額し、1億7,000万円を取り崩すなど、昨年度以上に厳し
い財政状況での予算編成となりました。
　特別会計については、平成20年4月から、従来の老人
保健医療制度に代わり、新たに長寿医療制度(後期高齢者
医療制度)が始まりました。これに伴い、医療給付費に対
する財源が変動し、特別会計の総額は、前年度の当初予
算に比べ39億4,254万円(16.5％)の減額となりました。

予算
総額 454億2,976万円

一般会計 254億6,175万円

特別会計 199億6,801万円

　　　
〜今後

も続く
厳しい

財政状
況〜

会計別内訳
予算総額 対前年度

平成20年度 平成19年度 増減額 増減率

一般会計 254億 6,175万円 254億 2,086万円 4,089万円 0.2％

国民健康保険事業特別会計 92億 3,687万円 98億 6,556万円 ▲6億 2,869万円 ▲6.3％

老人保健医療事業特別会計 10億 309万円 66億 9,663万円 ▲56億 9,354万円 ▲85.0％

後期高齢者医療事業特別会計 8億7,385万円
（平成20年度新規事業）

0円 8億 7,385万円 皆増

介護保険事業特別会計 38億 7,443万円 36億 5,901万円 2億 1,542万円 5.9％

土地取得事業特別会計 312万円 312万円 0円 0％

下水道事業会計
（企業会計）

収入 44億 3,085万円 31億 2,079万円 13億 1,006万円 42.0％

支出 49億 7,665万円 36億 8,623万円 12億 9,042万円 35.0％

特別会計合計
※下水道事業会計は支出額の合計を計上 199億 6,801万円 239億 1,055万円 ▲39億 4,254万円 ▲16.5％

全会計合計
一般会計と特別会計合計の合算額 454億 2,976万円 493億 3,141万円 ▲39億 165万円 ▲7.9％

平
成
20
年
度

　
春
日
市
の
予
算

第2章
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一般会計 歳入
平成

20年度
254億6,175万円
（4,089万円増）

平成
19年度

254億2,086万円　前年度当初予算と比べると歳入総額は 4,089
万円の微増となりました。

増えた主な財源
■住民税の住宅ローン控除額相当分を補てんするため、

地方特例交付金が 8,000 万円増加
■（仮称）西地区児童センターの建設と放課後児童クラ

ブ舎の改修に伴い、県補助金が 4,555 万円増加

減った主な財源
■景気の回復の鈍化と社会的人口動態の微減により、

市税が 1 億 4,674 万円減少
■国の地方財政計画に基づき、地方交付税を算出した

結果、2億4,972万円減少

市税
個人市民税や法人市民税、固定資産税など

121億4,938万円（1億4,674万円減    ）

使用料・分担金など
市営住宅の家賃や公共施設の使用料、保育料など

20億9,151万円（33万円減    ）

諸収入
県受託事業費や各種教室受講料など

6億4,334万円（2,422万円増    ）

地方交付税
どの自治体でも必要最小限の行政サービスが受けられよ
うに国から交付されるお金

34億7,953万円（2億4,972万円減    ）

地方譲与税など
国や県が集めた税金の一部を市に配分するもの

16億3,908万円（1億9,395万円増    ）

国・県支出金
特定の事業のために国や県から交付されるお金

42億251万円（1億4,571万円増    ）

市債
大きな事業を行うために、銀行などから借り入れたお金

12億5,640万円（7,380万円増    ）

※（ 　）内は前年度比

　　　
〜今後

も続く
厳しい

財政状
況〜

依
存
財
源(

42
％)

122億9,612万円

6億1,912万円

20億9,184万円

37億2,925万円

14億4,513万円

40億5,680万円

11億8,260万円

自
主
財
源(

58
％)
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一般会計 歳出
平成

20年度
254億6,175万円
（4,089万円増）

平成
19年度

254億2,086万円

◆性質別
　前年度と比べ、社会保険関連の費用が含まれる扶助
費や市の借入金の返済金である公債費など、毎年必ず
支出が必要な経費（義務的経費）が増加しました。

増えた主な費用
■人件費‥‥退職者数の増加により、退職手当が 2億4,691万

円増加
■扶助費‥‥児童手当と児童扶養手当が 1 億 4,140 万円増加
■公債費‥‥学校などの各種施設の建設のために借りた市債

（借入金）や、平成13 年度から財源不足を補う
ために借り入れを始めた「臨時財政対策債」の
返済により、6,691万円増加

■普通建設事業費‥‥（仮称）西地区児童センターの建設のた
めの費用が3 億3,733 万円増加

■補助費など‥‥長寿医療制度（後期高齢者医療制度）の開始
に伴い、福岡県後期高齢者医療広域連合への負
担金が 4 億 8,524 万円増加

減った主な費用
■物件費‥‥経常的な消耗品費や保守管理料などを精査し、

1億668万円削減
■その他‥‥長寿医療制度（後期高齢者医療制度）の開始に伴

い、特別会計への繰出金が 5 億 8,141万円減少

※（ 　）内は前年度比

人件費
職員の給料や議員などの報酬

45億7,552万円（8,314万円増    ）

公債費
借入金の返済金

39億6,272万円（6,691万円増    ）

補助費など
各種団体や一部事務組合などへの補助金や負担金

46億7,918万円（3億7,601万円増    ）

その他
23億697万円（5億3,038万円減    ）

普通建設事業費など
道路や学校などの建設事業に要する費用

16億4,491万円（3,023万円増    ）

扶助費
生活保護費や児童手当、障害者の自立支援給付費など

55億4,081万円（1億2,166万円増    ）

物件費
光熱水費や施設の維持管理費、事務用品・備品購入費など

27億5,164万円（1億668万円減    ）

義
務
的
経
費
（
55
％
）

そ
の
他
（
38
％
）

54億1,915万円

38億9,581万円

44億9,238万円

43億317万円

28億5,832万円

28億3,735万円

16億1,468万円16億1,468万円
投
資
的
経
費(

７
％)
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◆目的別
　歳出予算を目的別にみてみましょう。

民生費
95億6,561万円

37.6％

公債費
39億6,273万円

15.6％

教育費
33億671万円

13.0％

衛生費
24億9,065万円

9.8％

総務費
25億7,767万円

10.1％

土木費
18億8,901万円

7.4％

その他
16億6,937万円

6.5％
子 ど も や 高 齢 者、
障害者などの福祉
の向上に

市の借入金の
返済に

教育（小・中学校）や文化・
スポーツに

健康診断や予防接種、
ごみ処理などに

行 政 の 運 営、 戸 籍、
税金徴収、選挙など
に

道路や公園などの補
修や建設に

議会や農・商工業、防災
などに

平成 20 年度
歳出予算
254億6,175万円

問い合わせ先　財政課

☎（584）1111 5（584）1145

　市の借入金残高は、新たな借入れを極力抑えてき
たため、年々、緩やかに減少しています。このため、
毎年の返済金も、本年度をピークに徐々に減少して
いく見込みです。

 （3 億 9,983 万円増）

（6,691 万円増） （1 億 951 万円減）

 （2 億 1,774 万円増）

 （1 億 3,714 万円減）

 （3 億 7,748 万円減）

（1,946 万円減） ※（　）内は前年度比

財政状況に応じて適正に基金を活用し、また自主

財源の確保や事務事業の一層の見直しも行いなが

ら、今後も健全な財政運営に努めていきます。

　貯金である基金は、必要に応じて取り崩していま
すが、特に財源不足を補うための財政調整基金は、
厳しい財政状況を反映して、年々、取り崩し額が増
えています。

（下水道会計分を含む）
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　私たちのまちには、地域住民の相談相手
になったり地域福祉の推進のために活動
したりしている「民生委員・児童委員」と、
主に児童福祉を推進するために活動して
いる「主任児童委員」がいます。
　福祉に関する悩みがある人は、気軽に相
談してください。秘密は厳守します。

①
社
会
調
査

　

日
ご
ろ
か
ら
、住
民
の
生
活
実
態
や
福

祉
需
要
を
把
握
す
る

②
相
談

　

地
域
住
民
が
抱
え
る
問
題
に
、相
手
の

立
場
に
立
ち
、親
身
に
な
っ
て
相
談
に
応

じ
る

③
情
報
提
供

　

社
会
福
祉
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
の
情

報
を
、住
民
に
的
確
に
提
供
す
る

④
連
絡
通
報

　

住
民
が
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
行
政
機
関
に
連
絡
し
、
適

切
な
対
応
を
促
す
た
め
の
パ
イ
プ
役
に
努

め
る

⑤
調
整

　

住
民
へ
の
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
支

援
す
る

⑥
生
活
支
援

　

住
民
の
求
め
る
生
活
支
援
活
動
を
行

い
、体
制
を
つ
く
る

⑦
意
見
具
申

　

問
題
点
や
改
善
点
を
ま
と
め
、必
要
に

応
じ
て｢

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
」

を
通
し
て
意
見
を
提
出
す
る

地
域
住
民
の
相
談
相
手

　民生委員・児童委員の活動をもっ
とよく知ってもらうため、5月12日
㈪～ 31日㈯に、高齢者などの家庭
への訪問やPR活動を行います。

友愛訪問活動
　　　　を行います
友愛訪問活動
　　　　を行います

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
役
割

私
た
ち
の
ま
ち
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
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地　区 氏　　　名 電話番号 地　区 氏　　　名 電話番号

東

地

区

春日
池内　光子（いけうちみつこ） ☎（591）7775

南

地

区

小倉東 渡邉　幸子（わたなべさちこ） ☎（573）0132
西村　　豊（にしむらゆたか） ☎（581）6883

白水池
髙山　　質（たかやまただし） ☎（571）5264

塚原台
古川江利子（ふるかわえりこ） ☎（595）1625 矢野佳代子（やのかよこ） ☎（571）3621
加来　悦子（かくえつこ） ☎（595）1066

宝町
冨永　麗子（とみながれいこ） ☎（592）5191

春日公園
鈴木加代子（すずきかよこ） ☎（582）0073 田代　蔀（たしろしとみ） ☎（573）7774
福本健一郎（ふくもとけんいちろう）☎（575）0457

ちくし台
米川　節子（よねかわせつこ） ☎（501）3105

春日原

鏡　　節子（かがみせつこ） ☎（571）7529 冨田　裕子（とみたひろこ） ☎（572）3289
玉江　禎彬（たまえよしあき） ☎（571）1110 天野　昭（あまのあきら） ☎（571）0360
梅﨑　嘉子（うめざきよしこ） ☎（572）1834

天神山
関戸　潔（せきときよし） ☎（581）9559

松永　惠子（まつながけいこ） ☎（573）6268 中島　覺（なかしまさとる） ☎（581）1831

春日原南
原口　泰隆（はらぐちやすたか） ☎（581）0624

松ヶ丘
木原　慶三（きはらけいぞう） ☎（595）2071

坂井満里子（さかいまりこ） ☎（585）2332 澤村　暉子（さわむらあきこ） ☎（595）0961

惣利
泉　　保道（いずみやすみち） ☎（596）3274

紅葉ヶ丘

中村　征雄（なかむらいくお） ☎（592）2670
野口　京子（のぐちきょうこ） ☎（596）8253 髙木　廣子（たかきひろこ） ☎（573）8490

千歳町
中村　邦子（なかむらくにこ） ☎（582）7528 石内千惠子（いしうちちえこ） ☎（501）5312
中村テル子（なかむらてるこ） ☎（572）1070 西原　京子（にしはらきょうこ） ☎（501）8325

選　考　中 大和町 村瀨　英雄（むらせひでお） ☎（572）5353

光町
中島　一子（なかしまかずこ） ☎（575）1005

若葉台東
瀬脇　順子（せわきじゅんこ） ☎（571）7525

田中　節子（たなかせつこ） ☎（591）6329 島　芙美子（しまふみこ） ☎（581）8948

平田台
中野　正常（なかのまさつね） ☎（595）0603

若葉台西
江頭　園子（えがしらそのこ） ☎（572）0078

長　知加子（ちょうちかこ） ☎（596）5520 本　禎幸（つかもとさだよし） ☎（572）8072
主任児童委員 岩谷　美月（いわたにみつき） ☎（595）2254 主任児童委員 市耒　睦子（いちきむつこ） ☎（573）6132

西

地

区

泉
宇野五十子（うのいそこ） ☎（581）3371

北

地

区

岡本
太田ヒサ子（おおたひさこ） ☎（591）6403

吉田美代子（よしだみよこ） ☎（585）9022 初島　紀子（はつしまのりこ） ☎（591）0901

大谷
江﨑　洋子（えざきようこ） ☎（571）1501

桜ヶ丘
長澤　元子（ながさわもとこ） ☎（573）4843

永野　澄子（ながのすみこ） ☎（571）7090 武末由紀子（たけすえゆきこ） ☎（591）7991
𠮷田　和子（よしだかずこ） ☎（571）6163 松田　幹夫（まつだみきお） ☎（585）2016

上白水
楠原　静男（くすはらしずお） ☎（585）4629

須玖南

緒方　民子（おがたたみこ） ☎（573）8948
小﨑　英子（こざきえいこ） ☎（575）3740 財津　一征（ざいつかずゆき） ☎（585）5477
讃井マスミ（さぬいますみ） ☎（501）5998 村田　京子（むらたきょうこ） ☎（582）2946

白水ヶ丘
川畑　純子（かわばたすみこ） ☎（571）1669 原　英昭（はらひであき） ☎（593）8505
松﨑　英人（まつざきひでと） ☎（585）4754

須玖北

永隈　幸明（ながくまゆきあき） ☎（574）8224

小倉
小原田八千子（おはるだやちこ） ☎（571）1866 德永　朝喜（とくながあさき） ☎（571）0556
山田　武春（やまだたけはる） ☎（571）0275 木ノ上サチ子（きのうえさちこ） ☎（573）3530

手　続　き　中 小田イツ子（おだいつこ） ☎（591）0696

下白水北
石橋　壯児（いしばしそうじ） ☎（582）7915

日の出町
三浦　靖隆（みうらやすたか） ☎（591）3670

門田　昌子（かどたまさこ） ☎（582）7309 鈴木三希子（すずきみきこ） ☎（585）3006
選　考　中 サン・ビオ 下原　壽惠（しもはらすみえ） ☎（592）5547

下白水南
堀　　雅子（ほりのりこ） ☎（585）9557

弥生
合原ヨリ子（ごうはらよりこ） ☎（501）1258

野中　治代（のなかはるよ） ☎（571）1073 石井　正幸（いしいまさゆき） ☎（582）1765

昇町
田北　　勇（たきたいさむ） ☎（582）1367 川﨑　節子（かわさきせつこ） ☎（585）8167
髙田　久子（たかたひさこ） ☎（581）5884 主任児童委員 田中　美子（たなかよしこ） ☎（581）2963
山内　耕蔵（やまうちこうぞう） ☎（572）8731

大土居 池部　晴子（いけべはるこ） ☎（571）1631
主任児童委員 木下　優子（きのしたゆうこ） ☎（585）3955

民生委員・児童委員一覧（平成20年 4月 1日現在）

問い合わせ先　福祉計画課　
☎（584）1111 5（584）3090
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平成 20年度会員募集
かすが市民懇話会
春日市をもっと住みやすくするために、
市長とともに話し合う場「市民懇話会」。
市民の皆さんの「生の声」や
生活者の視点からの意見を市政に反映させ、
よりよい春日市を目指します。
一緒に、春日市について話し合いませんか。

　「かすが市民懇話会」は、２カ月に一度、平日の夜に
開催しています。
　会議では、市民公募会員と団体推薦会員が、市長と
ともに住みよいまちづくりのために話し合います。
　平成19年度は、「もっと住みやすいまちにするため
に」を主題として、「子どもたちや高齢者が住みやすい
まちにするために」「住んでみたいまちにするために」
「住みやすくするためのモラル・ルールづくり」につい
て意見交換を行いました。

応募資格　市内に居住または通勤・通学する18歳以
上の人

依頼期間　７月１日～平成22年６月30日（２年間）
募集人員　10人（書類選考により決定）
応募方法　５月30日㈮（消印有効）までに、住所、氏

名、年齢、性別、電話番号、自己紹介文（プロ
フィール）、作文（テーマ「春日市のここが好き、
ここを改善したらもっと好き」）を書いた申込
用紙を提出する（郵送可）

※　申込用紙は行政管理課行政管理担当窓口（市役所
5階）にあります。また、市ホームページから印刷も
できます。なお、選考結果は、６月17日㈫までに、郵
送で通知します。

応募受付・問い合わせ先　行政管理課行政管理担当
（〒816-8501春日市役所）
☎（584）1111　5（584）1145

応募受付・問い合わせ先　行政管理課行政管理担当
（〒816-8501春日市役所）
☎（584）1111　5（584）1145

▼平成 19年度市民懇話会の様子
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午後７時まで営業
　北スポーツセンター（昇町2‒3）と若葉台中央公園テニスコート（若葉
台西3‒4‒1）は、6月から3カ月間、時間を延長して営業します。
期間　6月1日㈰～8月31日㈰　営業時間　午前9時～午後7時

問い合わせ先　スポーツ課　1（571）3234　5（585）1634

北スポーツセンター・若葉台テニスコート

60歳以上の人が対象

実態調査を行います
　市内に居住する60歳以上の人を対象に、アンケート
調査を行います。この調査は、第４期介護保険事業計画
（平成21～23年度）策定のための分析・統計などの基礎
資料として活用し、今後の事業計画に役立てるためのも
のです。
　また、福祉サービスや介護予防などが特に必要な対象
者に対し、円滑な情報提供やアドバイスを行うためのも
のでもあります。
　対象者には、4月末から5月上旬に調査票を郵送しま
す。
　ご協力をお願いします。
対象（①②は無作為抽出）
①4月1日現在、要支援・要介護認定を受けていて、介護
保険の在宅サービスを利用中の人（800人）
②4月1日現在、要支援・要介護認定を受けていない60
歳以上の人（4,000人）
③前項の①②の対象者を除く70歳以上の人（全員）
※　①～③は、それぞれ調査票が異なります。
回答方法　5月16日㈮までに、調査票に記入し返送する

※　本人による記載が困難な場合は、介護者などが回答
してください。
○「高齢者・要援護者等台帳」登録のお願い
今年度から、市では緊急時や災害時に援護が必要な
高齢者などの居住地や身体状況、連絡先、緊急連絡先
などを市役所に登録する「高齢者・要援護支援者等台
帳」の整備を進めています。この台帳は、緊急時に、市
内の地域包括支援センターや春日・大野城・那珂川消
防署などと連携して活用するものです。
登録推進のために、実態調査の調査票の最後に登録
用紙を添付しています。ぜひ同意をお願いします。
なお、調査対象者以外の人も登録できるよう、登録
用紙を市役所、いきいきプラザ、地域包括支援セン
ターに備えています。一人でも多くの人に登録しても
らうことで、緊急時に備えたいと考えていますので、
ご協力をお願いします。
問い合わせ先

▷高齢課　1（584）1111　5（584）3090
▷健康課　1（501）1134　5（501）0051

みんなできれいな街づくり

春のクリーン作戦
　5月11日㈰に、市内全域で春のクリーン作戦を行いま
す。これは、日ごろ利用している道路や公園などをきれ
いにするとともに、｢ポイ捨て防止」などの啓発や市民一
人一人のマナーアップも目指そうというものです。
　美しい街づくりのために、家族そろってクリーン作戦
に参加しましょう。

※　クリーン作戦に便乗して、家庭やマンション、団地
などから自転車や陶器・金属類、粗大ごみなどを出さ
ないでください。

問い合わせ先　春日市生活環境組合連合会事務局（市ご
み減量推進課内）

　　1（584）1111　5（584）1147
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利用方法を一部再変更
　「市報かすが」4月1日号に掲載した、4月以降のいきいき
ルームの利用方法を、利用者の利便性と混雑の緩和を図る観
点から、再度見直しを行い、一部あらためて変更しました。
再変更内容
　「予約制を廃止」としていましたが、「午後からの予約制を
廃止」とします。午後から同ルームの利用を希望する人は、直
接来てください。
　午前中（正午まで）の利用は、これまでどおり予約制です。
予約（変更）受付日時　月～土曜日
　　午前8時30分～午後1時
問い合わせ先　健康課

　1（501）1134　5（501）0051

いきいきルーム

生活習慣病を予防

特定健診を受けましょう
　７月から始まる「特定健診」は、生活習慣病の前段階の
メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目し
た健診です。
　メタボリックシンドロームを放置すると、動脈硬化が
進行し、生活習慣病の原因となります。生活習慣病は自
覚症状がなく、生活習慣を改善しないまま放置している
と、脳卒中、心臓病（心筋梗塞など）、糖尿病合併症（皮膚
壊
え そ

疽・腎臓病・失明など）になりやすくなります。
　また、生活習慣病は治療に長い時間と多くの治療費が
かかります。健康を守るため、今後の高齢社会の医療費
の増加を抑えるために、健診を受けましょう。
対象　40～74歳の国民健康保険加入者
健診内容（春日市国民健康保険の場合）
　○診察など
▷問診▷身体計測（身長、体重、ＢＭＩ、腹囲）▷診察
▷血圧

　○血液検査・尿検査
▷脂質（中性脂肪、ＨＤＬコレステロール、ＬＤＬコ
レステロール）
▷代謝系（空腹時血糖、ヘモグロビンＡ１Ｃ、尿糖）
▷肝機能（ＧＯＴ、ＧＰＴ、γーＧＴＰ）
▷腎機能（クレアチニン、尿酸、尿たんぱく、尿潜血）

※　このほか、医師が必要とした人のみ、貧血・心電
図、眼底検査を行います。

●●●●●

実行委員募集
　11月に行う「かすが男女共同参画フェ
スタ」と「かすが男女共同参画地域づくり
事業」の企画・実施・運営に協力してもら
える実行委員を募集します。
対象　18歳以上の人
募集人員　10人程度
申込方法　５月30日㈮までに、電話か
ファックスで住所、氏名、電話番号を
伝える

問い合わせ先　人権男女共同参画課

1（584）1111　5（584）1153

男女共同参画事業

　ただし、保険者によって検査項目が若干違うこと
があります。詳しくは、保険者に問い合わせてくだ
さい。

問い合わせ先　
▷健診内容、保健指導に関すること　健康課

　　1（501）1134　5（501）0051
▷制度、受診券に関すること　国保年金課
　　1（584）1111　5（584）1141

メタボリックシンドロームの診断基準

腹囲（へその上の周囲径）が、男性85㎝、女性90㎝
以上で、次の3つのうち、2つ以上当てはまる人

血圧
収縮期血圧が130mmHg以上、または拡張期血圧が
85mmHg以上

血糖値
空腹時の血糖値が110mg/㎗以上（保健指導判定値は
100mg/㎗、またはHbＡ1Ｃが5.2％以上）

血中脂質
中性脂肪が150mg/㎗以上、またはHDLコレステロー
ルが40mg/㎗未満
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お忘れなく

狂犬病予防注射・犬の登録
狂犬病予防注射
　狂犬病予防のため、飼い犬の集団注射を行っていま
す。生後91日以上の犬には、毎年必ず予防注射を受け
させてください。
　なお、犬の体調不良などで今回受けられなかった場
合は、後日、かかりつけの動物病院で受けさせましょ
う。
注射料金　3,050円（動物病院の場合は異なる）
犬の登録
　生後91日以上の犬は、市に登録しなければなりま
せん。一度登録すれば一生有効で、集団注射の際にも
受け付けます。
登録手数料　3,000円
※　他の市区町村から転入し、前住所地で犬を登録し
ていた場合は、春日市環境課で登録の変更を行ってく
ださい。集団注射の際にも受け付けますが、必ず鑑札
を持ってきてください。持ってきていない場合は、再
発行手数料1,600円が必要な場合があります。
問い合わせ先　環境課生活環境担当

1（584）1111　5（584）1147

日程 場所 時間

5
月
12
日
㈪

桜ヶ丘公民館

午前

  9時10分～  9時50分

岡本公民館 10時  5分～10時45分

弥生公民館 11時00分～11時30分

下白水南公民館
午後

  1時20分～ 2時20分

泉公民館   2時35分～ 3時35分

5
月
13
日
㈫

春日公園公民館

午前

  9時10分～  9時30分

ちくし台公民館   9時45分～10時45分

浦の原集会場 11時00分～11時30分

天神山公民館
午後

  1時20分～ 2時30分

白水ヶ丘公民館   2時45分～ 3時30分

5
月
14
日
㈬

千歳町公民館

午前

  9時10分～  9時35分

日の出町公民館   9時55分～10時25分

須玖北公民館 10時40分～11時30分

須玖南公民館
午後

  1時20分～ 2時  5分

ふれあい文化センター
第4駐車場   2時20分～ 3時20分

狂犬病予防集団注射日程

●●●●●

費用などを変更
　4月1日から、市の文書や図画、電磁的記録の情
報開示の際の写しの交付方法と費用を変更しま
した。
写しの方法・費用（1枚）
○紙媒体（文書、図画、電磁的記録を用紙に複写し
て交付）
　▷白黒Ａ3判以下　10円 ▷白黒Ａ2判　50円
　▷白黒Ａ１判　100円 ▷白黒Ａ0判　150円
　▷カラー（文書と図画のみ）Ａ3判以下　20円
○電磁的記録媒体（電磁的記録を電磁的記録媒体
に複写して交付）
▷フロッピーディスク　30円 ▷CD-R　70円
問い合わせ先　情報政策課情報公開広報担当
　　1（584）1111　5（584）1142

開示請求 ●●●●●

児童手当
　市は、小学校6年生までの児童（平成8年4月2日以降
に生まれた児童）を養育している人に、児童手当を支給
しています。5月から、平成20年度児童手当（平成19
年中の所得で審査）の新規申請の受付を始めますので、
新たに支給を希望する人は、5月中に申請してくださ
い。なお、今まで所得制限により手当を受けられなかっ
た人も、新たに受給できる場合があります。
　現在、児童手当を受給している人には、6月に現況届
（6月中旬ごろ各受給者に通知）を提出してもらいます
ので、今回の申請は不要です。
※　公務員の人は、勤務先で申請してください。
申請時に持参するもの　▷印鑑▷請求者名義の預金口
座番号など（郵便局不可）が分かるもの▷保険証

申請・問い合わせ先　こども未来課母子児童担当
　　1（584）1111　5（584）1115

新規申請の受付を開始
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　3月18日、大和保育所で、年長児を対象とした

環境教育の講話が行われました。

　同保育所では、幼児期から環境に対する関心

を育もうと、4年前から環境教育に取り組んでい

ます。今回は、1年間の締めくくりとして「ごみの分

別」や「ごみのリサイクル」などの話を、講師の市ご

み減量推進課職員が分かりやすく伝えました。

　毎月、公園や公民館のごみ拾いをしている子ど

もたちからは、「ごみは捨てたらだめだよね」「ご

みを出さないように工夫しよう」といった声があ

がり、「ごみ」と「環境」に対する関心が一段と高ま

った様子がうかがえました。

環 大和保育所

境教育講話

　文化財資料を市に寄贈した永
な が た

田秀
しゅういち

一さんに、3月25日、感謝状を

市長から手渡しました。

　今年2月に、「市の文化振興のために」と寄贈した200点以上の資

料は、永田さんが小・中学生だったときに、自宅近くの野山で収集し

たもの。その後、それらの資料は自宅で約40年間保管されていまし

た。

　資料の中には、約30年前に大谷遺跡の発掘調査で出土した銅矛

の鋳型の破片と接合す

る、鋳型の破片も見つか

り、学術的にも大きな発

見となりました。

永 200点以上の文化財資料を寄贈

田秀一さんに感謝状を贈呈

　3月23日、日の出小学校で、創立10周年記念事業として、

「地域運営学校」を紹介する銅版製の看板レリーフを、正

門や玄関口など4カ所に設置しました。

　地域運営学校とは、保護者や地域住民が学校運営に参

画する新しいタイプの学校で、同小学校は指定されて今年

度で４年目となります。今回、創立10周年を迎えるにあたっ

ての看板レリーフが、地域のみなさんの全面的な支援を得

て、制作されました。

　学校運営協議会会長は「これを機に、ますます地域運営

学校としての取り組みを広げたい」、また、同校校長は、「さ

らに、学校・家庭・地域の三者で地域ぐるみの『響
きょういく

育』を推進

していきたい」と話しました。

地
日の出小学校に設置

域運営学校の看板



奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館 

第
１
回
歴
史
散
歩

　

６
月
21
日
か
ら
の「
春
日
市
文
化
財
」

展
に
関
連
し
て
、小
倉
地
区
の
神
社
や

遺
跡
が
あ
っ
た
場
所
を
徒
歩
で
見
学
し

ま
す
。歴
史
的
な
風
情
が
残
る
小
倉
地

区
を
散
策
し
、新
た
な
発
見
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

５
月
17
日
㈯（
小
雨
決
行
）　

　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

集
合
・
解
散
場
所　

同
資
料
館（
岡
本
３

ー
57
）

定
員　

50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

５
月
15
日
㈭
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、直
接
窓
口

で
住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番

号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
資
料
館

1（
５
０
１
）１
１
４
４

5（
５
７
３
）１
０
７
７

Ｊ
Ａ
筑
紫 

食
農
体
験
学
習
・
交
流

　

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
、食
農
体
験

学
習
・
交
流
を
通
じ
て
農
業
へ
の
理
解

と
関
心
を
深
め
て
も
ら
い
ま
す
。

○
ス
イ
カ
・
夏
野
菜
の
手
作
業
収
穫
体

験対
象　

小
学
生
、中
学
生
と
そ
の
保

護
者

期
日　

７
月
26
日
㈯（
予
定
）

参
加
費　

一
人
５
０
０
円（
組
合
員

家
族
は
半
額
）

○
夏
休
み
こ
ど
も
１
泊
ス
テ
イ
バ
ス
ツ

ア
ー
（
熊
本
県
）

対
象　

小
学
生

日
程　

８
月
６
日
㈬
〜
７
日
㈭（
予

定
）

参
加
費　

一
人
１
万
６
，０
０
０
円

（
組
合
員
家
族
は
１
万
２
，

０
０
０
円
）

○
夏
休
み
・
ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ

２
０
０
８（
各
種
手
作
り
体
験
、産
直

販
売
、食
事
コ
ー
ナ
ー
な
ど
）

期
日　

８
月
23
日
㈯（
予
定
）

参
加
費　

無
料

※　

申
込
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

Ｊ
Ａ
筑
紫
本
店

1（
９
２
４
）１
３
７
３

5（
9
2
1
）5
0
8
2

春
日
市
水
泳
大
会 

参
加
者
募
集

　

福
岡
県
民
体
育
大
会
夏
季
大
会（
８

月
24
日
㈰
予
定
）の
出
場
選
手
選
考
を

兼
ね
た
水
泳
大
会
で
す
。

　

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

人

日
時　

６
月
22
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時（
予

定
）

　
　
　
（
受
付　

午
前
８
時
20
分
〜
）

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル（
大
谷
６
ー
28
）

申
込
方
法　

５
月
26
日
㈪
ま
で
に
直
接

窓
口
に
参
加
申
込
書
を
提
出
す

る（
フ
ァ
ッ
ク
ス
可
）

※　

開
催
要
項
や
参
加
申
込
書
な
ど 

は
、５
月
１
日
㈭
以
降
、市
民
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
や
温
水
プ
ー
ル
、西
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、北
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
、市
役
所
市
民
課
、い
き
い
き

プ
ラ
ザ
に
置
い
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ス
ポ
ー
ツ
課

1（
５
７
１
）３
２
３
４

5（
５
８
５
）１
６
３
４

第
６
回
春
日
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス 

選
手
権
大
会

対
象　

市
内
に
居
住
・
通
勤
・
通
学
す

る
、ま
た
は
春
日
市
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
連
盟
に
所
属
す
る
高
校
生

以
上
の
人

日
時　

５
月
25
日
㈰（
雨
天
時
は
６
月

８
日
㈰
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
予
定
）

　
　
　
（
受
付　

午
前
８
時
30
分
〜
）

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト（
大
谷
６
ー
28
）

種
目　

一
般
男
子
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス

参
加
費　

一
組
２
，０
０
０
円（
高
校
生

は
半
額
）

申
込
方
法　

５
月
15
日
㈭
ま
で
に
、フ

ァ
ッ
ク
ス
で
ペ
ア
の
住
所
、氏

名
、年
齢
、勤
務
先（
学
校
名
）、

電
話
番
号
を
伝
え
る

※　

ペ
ア
が
作
れ
な
い
人
は
、問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、こ
の
大
会
で
の
成
績
は
、県

民
体
育
大
会
の
市
代
表
選
手
を
選
考

す
る
際
の
資
料
と
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

宮み
や
も
と本

1（
５
８
２
）６
２
８
６（
5
兼
用
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
員
募
集 

レ
デ
ィ
ー
ズ
ク
ラ
ブ「
ス
プ
リ
ン
グ
」

練
習
日
時　

毎
週
月
・
金
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

練
習
場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
大
谷
６
ー
28
）

問
い
合
わ
せ
先　

横よ
こ
や
ま山

1（
５
８
１
）５
７
６
４

会
員
募
集 

な
ぎ
な
た「
梛な

ぎ

の
会
」

　

な
ぎ
な
た
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

○
大
人
の
部

練
習
日
時　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
費　

２
，０
０
０
円

○
子
ど
も
の
部

練
習
日
時

　

▽
第
２
・
３
・
４
土
曜
日　

午
前
９
時
〜
10
時
30
分

　

▽
第
１
日
曜
日

午
前
９
時
〜
11
時

会
費　

１
，５
０
０
円

練
習
場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

剣
道
場（
大
谷
６
ー
28
）

問
い
合
わ
せ
先　

石い
し
う
ち内

1（
５
０
１
）５
３
１
２（
5
兼
用
）

硬
式
テ
ニ
ス
部
員
募
集 

春
日
フ
レ
ッ
シ
ュ

　

高
齢
者
を
中
心
に
、健
康
と
親
睦
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、テ
ニ
ス
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

練
習
日
時　

毎
週
火
・
金
曜
日

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

練
習
場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
大
谷
６
ー
28
）

会
費　

月
額
１
，０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

楢な
ら
ざ
き崎

1（
５
８
１
）８
９
７
４（
5
兼
用
）

春日市役所
1（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば
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石
いしかわ

川 永
えい

紗
さ

ちゃん（大土居）
平成19年5月5日生

木
き

村
むら

 葵
あ お い

一ちゃん（白水池）
平成18年5月1日生

田
た

中
なか

 里
り な

奈ちゃん（上白水）
平成17年5月1日生

屋
や

住
ずみ

 和
かず

希
き

ちゃん（泉）
平成18年5月1日生

春
日
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　

高
校
生
以
上
の
人
が
対
象
で
す
。

　

軟
ら
か
い
ボ
ー
ル
な
の
で
、突
き
指

の
心
配
も
な
く
、誰
で
も
楽
し
め
ま
す
。

日
時　

５
月
８
日
〜
６
月
12
日
の
毎
週

木
曜
日（
計
６
回
）

　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
２
階

競
技
場（
大
谷
６
ー
28
）

受
講
料　

２
，０
０
０
円（
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
料
を
含
む
）

定
員　

30
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

５
月
６
日
㈫
ま
で
に
、電

話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
協
会　

林
は
や
し

1（
５
８
２
）２
１
５
９（
5
兼
用
）

初
心
者
大
歓
迎 

各
種
卓
球
ク
ラ
ブ

　

一
緒
に
卓
球
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

○
春
日
コ
ス
モ
ス

練
習
日
時　

毎
週
水
・
土
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

練
習
場
所　

西
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
卓
球
場（
那
珂
川
町
中な
か
ば
る原

東ひ
が
し１
ー
４
ー
１
）

問
い
合
わ
せ
先　

恒つ
ね
ま
つ松

　

1（
５
８
１
）６
８
４
２（
5
兼
用
）

○
春
日
あ
じ
さ
い

練
習
日
時　

毎
週
月
・
金
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

練
習
場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
卓
球
場（
大
谷
６
ー
28
）

問
い
合
わ
せ
先　

友と
も
す
ぎ杉

　

1（
５
８
５
）６
５
９
６（
5
兼
用
）

○
春
日
す
み
れ

練
習
日
時

　

▽
毎
週
月
曜
日　

　
　

午
前
10
時
〜
正
午

　

▽
毎
週
木
曜
日

　
　

午
後
１
時
〜
３
時

練
習
場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
卓
球
場

問
い
合
わ
せ
先　

木き
む
ら村

　

1（
５
９
５
）１
３
０
３（
5
兼
用
）

部
員
募
集 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル「
ウ
イ
ン
グ
春
日
」

　

一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。子
ど

も
連
れ
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

対
象　

春
日
北
中
校
区
に
居
住
す
る
人

練
習
日
時　

毎
週
火
・
金
曜
日

　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

練
習
場
所　

春
日
北
中
学
校
体
育
館 

（
桜
ヶ
丘
７
ー
20
）

問
い
合
わ
せ
先　

添そ
え
だ田

1（
５
９
１
）７
２
７
３（
5
兼
用
）

い
き
い
き
ル
ー
ム 

初
回
説
明
会

　

い
き
い
き
ル
ー
ム
は
、運
動
機
器
を

利
用
し
た
運
動
や
仲
間
と
一
緒
に
で
き

る
集
団
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど
、自
分
に

合
っ
た
運
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施

設
で
す
。会
員
に
な
る
に
は
、初
回
説
明

会
へ
の
参
加
が
必
要
で
す
。

対
象　

こ
れ
ま
で
利
用
し
た
こ
と
が
な

い
人
、ま
た
は
前
年
度
中
に
利

用
し
な
か
っ
た
人

日
程　

毎
週
水
曜
日（
い
ず
れ
か
1
日
）

時
間　

午
後
２
時
〜
３
時

内
容　

▽
会
員
登
録
手
続
き
▽
利
用
方

法
な
ど
の
説
明
▽
集
団
エ
ク
サ

サ
イ
ズ

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

利
用
料（
登
録
料
含
む
）　

▽
65
歳
未
満　

１
回
３
５
０
円

▽
65
歳
以
上　

１
回
２
５
０
円

持
っ
て
く
る
も
の　

▽
上
靴
▽
運
動
し

や
す
い
服

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し

込
む

※　

日
程
の
都
合
が
悪
い
人
は
、問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課（
い
き

い
き
プ
ラ
ザ
内
）

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）0
0
5
1

春
日
公
園
コ
ー
ス
を
歩
こ
う 

健
康
ウ
ォ
ー
ク

　

ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー（
運
動
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）と
一
緒
に
楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
し
ま
せ
ん
か
。体
力
に
合
わ
せ

て
７
㎞
と
４
・
５
㎞
の
２
コ
ー
ス
か
ら

選
べ
ま
す
。

日
時　

５
月
13
日
㈫（
小
雨
決
行
）

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

　
　
　
（
受
付　

午
前
９
時
〜
）

集
合
場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
２
階
ロ

ビ
ー（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

※　

タ
オ
ル
・
水
筒
・
帽
子
を
持
っ
て
、

歩
き
や
す
い
服
装
、運
動
靴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、前
日
は
睡
眠
を
十
分
に
と

り
、体
調
が
悪
い
と
き
に
は
無
理
を

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

福
岡
徳
洲
会
病
院 

健
康
教
室

日
時　

５
月
23
日
㈮

　
　
　

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

同
病
院
セ
ン
タ
ー
６
階
講
堂 

（
須
玖
北
４
ー
５
）

内
容　

貧
血
予
防
の
食
事

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

同
病
院

1（
５
７
３
）６
６
２
２

5（
５
７
２
）０
６
３
３



田
た

中
なか

 胡
こ こ な

々梨ちゃん（惣利）
平成19年5月27日生

7月生まれの
赤ちゃん募集中

赤ちゃんが大きく写ってい
る写真（裏に赤ちゃんの氏
名・ふりがな・生年月日・住
所・電話番号を記入）を「市
報かすがお誕生日おめでと
う係（〒816–8501春日市役 
所）」に郵送してください。
　対象は3歳まで、6月2日
㈪までの到着分の中から抽
選で決定します。

式
しき

 晴
はる

澄
と

ちゃん（惣利）
平成19年5月20日生

菅
すが

 誠
せい

太
た

ちゃん（若葉台西）
平成19年5月11日生

小
こばやし

林 梨
り さ

紗ちゃん（春日原北町）
平成17年5月7日生

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い 

栄
養
相
談

　

生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
人
な
ど
の

相
談
に
、管
理
栄
養
士
が
応
じ
ま
す
。

日
時　

５
月
13
日
㈫
・
27
日
㈫

　
　
　

午
後
２
時
〜
５
時

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

※　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、都
合
が
つ
か
な
い
人
は
、問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

春
日
市
献
血
推
進
協
議
会 

献
血
に
ご
協
力
を

　

治
療
に
必
要
な
血
液
は
、す
べ
て
献

血
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、４
０
０
ml
献
血
の
み
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

日
時　

５
月
16
日
㈮

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分
、１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

市
役
所
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
献
血
推
進
協

議
会（
市
福
祉
計
画
課
内
）

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）３
０
９
０

福
岡
県
肢
体
不
自
由
児 

療
育
キ
ャ
ン
プ
事
業

　

㈶
福
岡
県
肢
体
不
自
由
児
協
会
に
よ

る
キ
ャ
ン
プ
事
業
で
す
。

○
進
行
性
筋
萎
縮
症
児
の
キ
ャ
ン
プ

対
象　

県
内
の
進
行
性
筋
萎
縮
症
児

と
そ
の
保
護
者

期
間　

７
月
26
日
㈯
〜
27
日
㈰　
　

（
一
泊
二
日
）

場
所　
「
干
石
」の
郷（
福
岡
市
早
良

区
石い
し
が
ま釜
３
３
３
ー
２
）

定
員　

30
人

○
海
の
キ
ャ
ン
プ

対
象　

県
内
の
小
学
３
年
生
〜
中
学

生
の
在
宅
肢
体
不
自
由
児

期
間　

８
月
12
日
㈫
〜
14
日
㈭　
　

（
二
泊
三
日
）

場
所　

福
岡
県
立
少
年
自
然
の

家「
玄
海
の
家
」（
宗
像
市

神こ
う
の
み
な
と
湊
１
２
７
６
）

定
員　

50
人

○
山
の
キ
ャ
ン
プ

対
象　

県
内
の
小
学
３
年
生
〜
中
学

生
の
在
宅
肢
体
不
自
由
児

期
間　

８
月
25
日
㈪
〜
27
日
㈬　
　

（
二
泊
三
日
）

場
所　
「
や
す
ら
ぎ
荘
」（
筑
前
町
三さ
ん

箇が
や
ま山

北き
た
が
た
に

ヶ
谷
５
０
８
）

定
員　

30
人

申
込
期
間　

５
月
２
日
㈮
〜
19
日
㈪　

※　

申
込
用
紙
は
、県
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
か
市
福
祉
支
援
課
に
あ
り
ま

す
。

　

な
お
、専
門
医
師
に
よ
る
書
類
審

査
を
行
い
、審
査
後
、申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
会

▽
県
障
害
者
福
祉
課
内

　

1（
６
４
３
）３
２
６
４

　

5（
６
４
３
）３
３
０
４

▽
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
内

　

1（
５
８
４
）５
７
２
３（
5
兼
用
）

身
体
障
害
者
・
戦
傷
病
者 

巡
回
相
談

　

補
装
具
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま

す
。相
談
は
無
料
で
す
。

日
時　

５
月
16
日
㈮

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
30

分

場
所　

県
障
害
者
更
生
相
談
所（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

持
っ
て
く
る
も
の　

▽
印
鑑
▽
身
体
障

害
者
手
帳
、戦
傷
病
者
手
帳（
持

っ
て
い
る
人
の
み
）▽
前
回
支

給
さ
れ
た
補
装
具（
補
装
具
費

再
支
給
の
場
合
）▽
修
理
が
必

要
な
補
装
具（
補
装
具
修
理
の

場
合
）

※　

座
位
保
持
装
置
の
相
談
に
つ
い
て

は
、事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、電
動
車
い
す
、重
度
障
害
者

用
意
思
伝
達
装
置
に
つ
い
て
は
、相

談
の
み
で
判
定
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、身
体
障
害
者
手
帳
の
診
断

書
作
成
と
補
聴
器
の
相
談
も
行
い
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
支
援
課
障
害
担
当

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）３
０
９
０

身
体
・
精
神
・
知
的
障
害
者 

職
業
訓
練
生
募
集

　

パ
ソ
コ
ン
操
作
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作

成
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、さ
ま

ざ
ま
な
資
格
の
取
得
も
目
指
し
ま
す
。

対
象　

身
体
障
害
者
、精
神
障
害
者
、知

的
障
害
者

訓
練
期
間　

７
月
２
日
㈬
〜
９
月
30
日

㈫（
日
・
月
曜
日
、祝
日
な
ど
は

休
校
）

訓
練
場
所　

前
原
市
人
権
セ
ン
タ
ー 

（
前
原
市
前
ま
え
ば
る
ひ
が
し

原
東
２
ー
２
ー
１
）

受
講
料　

１
万
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

※　

検
定
受
講
料
は
自
己
負
担
で
す
。

募
集
期
間　

４
月
28
日
㈪
〜
６
月
６
日

㈮

※　

対
象
者
や
申
込
方
法
な
ど
、詳
し

く
は
事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校

1
０
９
３（
７
４
１
）５
４
３
１

5
０
９
３（
７
４
１
）１
３
４
０
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福
岡
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
・ 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
室

①
障
害
児
親
子
水
泳
教
室
１（
身
体
）

対
象　

身
体
障
害
児（
３
才
〜
小
学

生
）と
そ
の
保
護
者

日
時　

５
月
20
日
〜
７
月
１
日
の
毎

週
火
曜
日（
計
７
回
）　　

　

午
後
５
時
30
分
〜
７
時

定
員　

10
組

申
込
期
限　

５
月
12
日
㈪

②
障
害
児
親
子
水
泳
教
室
２（
知
的
）

対
象　

知
的
障
害
児（
３
才
〜
小
学

４
年
生
）と
そ
の
保
護
者

日
時　

５
月
21
日
〜
７
月
２
日
の
毎

週
水
曜
日（
計
７
回
）　　

　
　
　
　

午
後
５
時
30
分
〜
７
時　

定
員　

10
組

申
込
期
限　

５
月
13
日
㈫

③
身
体
障
害
者
水
泳
教
室
１

対
象　

身
体
障
害
者（
中
学
生
〜
）

日
時　

５
月
24
日
〜
７
月
５
日
の
毎

週
土
曜
日（
計
７
回
）　　

　

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

20
人

申
込
期
限　

５
月
15
日
㈭

④
知
的
障
害
者
水
泳
教
室
１（
初
級
）

対
象　

知
的
障
害
者（
小
学
５
年
生

〜
）

日
時　

５
月
24
日
〜
７
月
５
日
の
毎

週
土
曜
日（
計
７
回
）

　
　
　
　

午
後
１
時
10
分
〜
３
時

定
員　

20
人

申
込
期
限　

５
月
15
日
㈭

⑤
中
高
生
水
泳
教
室

対
象　

障
害
者（
中
学
・
高
校
生
）

日
時　

７
月
29
日
㈫
〜
31
日
㈭
、８

月
５
日
㈫
〜
７
日
㈭（
計
６

回
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

20
人

申
込
期
限　

７
月
18
日
㈮

⑥
知
的
障
害
者
水
泳
教
室（
泳
力
ア
ッ

プ
コ
ー
ス
）

対
象　

25
m
の
泳
力
が
あ
る
知
的
障

害
者（
小
学
５
年
生
〜
）

日
時　

６
月
７
日
〜
11
月
15
日
の
土

曜
日
の
う
ち
計
10
回

　
　
　
　

午
後
３
時
10
分
〜
５
時

定
員　

20
人

申
込
期
限　

５
月
30
日
㈮

⑦
知
的
障
害
水
泳
教
室

対
象　

知
的
障
害
児（
小
・
中
学
生
）

日
時　

６
月
13
日
〜
11
月
21
日
の
金

曜
日
う
ち
計
10
回

　

午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分

定
員　

15
人

申
込
期
限　

６
月
５
日
㈭

⑧
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室（
初
級
）

対
象　

知
的
障
害
者（
中
学
生
〜
）

日
時　

６
月
27
日
〜
平
成
21
年
２
月

17
日
の
金
曜
日
の
う
ち
計

９
回

　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

定
員　

20
人

申
込
期
限　

６
月
19
日
㈭

⑨
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室（
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ボ
ッ

チ
ャ
・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
な
ど
）

対
象　

身
体
障
害
者

日
時　

５
月
１
日
〜
平
成
21
年
１
月

８
日
の
木
曜
日
の
う
ち
計

８
回

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

20
人

申
込
期
限　

定
員
に
達
す
る
ま
で

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町
３

ー
１
ー
７
）

※　

⑦
の
み
、飯
塚
市
で
行
い
ま
す
。

参
加
費　

各
５
０
０
円（
傷
害
保
険
料

な
ど
）

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、受

講
決
定
者
に
の
み
通
知
し
ま
す（
⑨

の
み
申
込
先
着
順
）。

申
込
方
法　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
に
あ

る
申
込
書
と
健
康
チ
ェ
ッ
ク
票

を
提
出
す
る（
フ
ァ
ッ
ク
ス
可
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

1（
５
８
２
）５
２
２
３

5（
５
８
２
）５
２
２
８

か
す
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

日
常
生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　
「
地
域
の
中
で
何
が
求
め
ら
れ
て
い

る
か
」を
学
ん
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程（
計
３
回
）・
内
容

▽
５
月
19
日
㈪　

午
前
10
時
〜
正
午

講
演「
幸
せ
な
地
域
社
会
づ
く
り
の

た
め
に
」

▽
５
月
20
日
㈫　

午
前
９
時
〜
正
午

　

タ
オ
ル
ぞ
う
り
づ
く
り

▽
５
月
24
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午

　

実
習
作
業

場
所　

春
日
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
大
会
議
室（
昇
町
３
ー

１
０
１
）

参
加
費　

２
６
０
円（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
保
険
費
）

※　
「
タ
オ
ル
ぞ
う
り
」の
タ
オ
ル
は
、

各
自
で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

５
月
15
日
㈭
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、氏
名
、

年
齢
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

1（
５
０
１
）１
１
３
６

5（
５
８
１
）７
２
５
８

春
日
市
母
子
寡
婦
福
祉
会 

平
成
 20
年
度
総
会

　

母
子
家
庭
の
母
親
と
同
会
会
員
が
対

象
で
す
。同
会
の
前
年
度
活
動
報
告
や

今
年
度
活
動
計
画
な
ど
の
発
表
を
行
い

ま
す
。ま
た
、総
会
終
了
後
に
は
懇
談
会

も
行
い
ま
す
。

　

託
児
も
あ
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
17
日
㈯

午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分

（
受
付　

６
時
〜
）

※　

懇
談
会
は
午
後
７
時
30
分
か
ら
行

い
ま
す
。

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階（
昇

町
３
ー
１
０
１
）

※　

同
会
へ
の
入
会
希
望
者
は
、年
会

費（
５
０
０
円
）が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

白
水
大
池
公
園「
虹

の
売
店
」

1（
５
９
６
）９
９
２
５（
5
兼
用
）

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所 

こ
こ
ろ
の
相
談

　

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
で
は
、

各
種
の
こ
こ
ろ
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。い
ず
れ
の
相
談
も
、専
門
医
が
応

じ
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
す
る
人
は
、事
前
に
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容
・
相
談
日

▽
精
神
保
健
福
祉
相
談

　

毎
週
水
曜
日

▽
思
春
期
相
談

　

毎
月
第
１
月
曜
日

▽
ア
ル
コ
ー
ル
相
談

　

毎
月
第
４
火
曜
日

時
間　

午
後
１
時
〜
３
時

※　

今
年
度
か
ら
、思
春
期
相
談
を
月

１
回
と
し
ま
し
た
。

相
談
場
所
・
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

同

事
務
所
保
健
福
祉
課
障
害
者
福

祉
係（
大
野
城
市
白し
ら
き
ば
る

木
原
３
ー

５
ー
25
）

1（
５
１
３
）５
５
８
５

5（
５
１
３
）５
５
９
８



福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会 

パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
習
会

　

母
子
家
庭
の
母
と
寡
婦
の
自
立
促
進

の
た
め
の
講
習
会
で
す
。

　

託
児（
１
歳
以
上
の
未
就
学
児
）も
行

い
ま
す
。

対
象　

母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡
婦

※　

母
子
家
庭
等
就
業
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
の
求
職
登
録
が
必
要
で
す
。

期
間　

６
月
17
日
㈫
〜
27
日
㈮
の
平
日

（
計
８
日
）

時
間　

午
後
６
時
〜
９
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
４
階
Ｏ
Ａ

ル
ー
ム（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

内
容　

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
基
礎

受
講
料　

３
，０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

定
員　
　

20
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

※　

申
込
者
数
が
10
人
未
満
の
場
合
は

講
座
を
中
止
し
ま
す
。

申
込
方
法　

５
月
19
日
㈪（
必
着
）ま
で

に
、申
込
用
紙
を
提
出
す
る（
郵

送
可
）

※　

申
込
用
紙
は
、市
こ
ど
も
未
来
課

や
県
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
に
あ
り

ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
連
合
会
母

子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー（
〒
816
ー
０
８
０
４
原

町
３
ー
１
ー
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ

ラ
ザ
受
け
箱
11
号
）

1（
５
８
４
）３
９
３
１

5（
５
８
４
）3
9
2
3

看
護
の
心
を
み
ん
な
の
心
に 

看
護
の
日
の
つ
ど
い

　

看
護
の
心
、ケ
ア
の
心
を
一
人
一
人

に
分
か
ち
合
っ
て
も
ら
い
、ま
た
、高
齢

社
会
を
担
う
若
い
世
代
に
も
、そ
の
心

が
受
け
継
が
れ
る
よ
う「
看
護
の
日
の

つ
ど
い
」を
行
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

５
月
17
日
㈯

　
　
　

正
午
〜
午
後
４
時

場
所　

ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡（
福
岡
市

東
区
馬ま
い
だ
し出
４
ー
10
ー
1
）

内
容　

▽
A
E
D
体
験
コ
ー
ナ
ー
▽
看

護
体
験
川
柳
の
掲
示
▽
健
康
相

談
▽
看
護
師
に
な
る
た
め
の
進

路
相
談
な
ど

※　

式
典
や
記
念
講
演
も
行
い
ま
す
。

時
間
な
ど
、詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

定
員　

５
０
０
人
程
度（
当
日
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
医
療
指
導
課

看
護
指
導
係

1（
６
４
３
）３
２
７
６

5（
6
4
3
）3
2
7
7

春
日
ダ
ン
ボ
の
会 

生
ご
み
た
い
肥
を
使
っ
た
畑
講
座

　

設
置
型
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

で
の
た
い
肥
の
作
り
方
を
学
ん
だ
後
、

た
い
肥
を
使
っ
て
の
土
作
り
や
夏
野

菜
・
サ
ツ
マ
イ
モ
の
植
え
付
け
を
、実
習

を
通
し
て
学
び
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

５
月
20
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜

場
所　

市
民
農
園（
上
白
水
10
ー
６
）

定
員　

15
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　

▽
飲
み
物
▽
帽
子

※　

畑
作
業
が
で
き
る
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、当
日
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン

ポ
ス
ト
の
基
材
販
売
も
行
い
ま
す
。

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
郵

便
番
号
、住
所
、氏
名（
ふ
り
が

な
）、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

循
環
生
活
研
究
所

1（
４
０
５
）５
２
１
７

5（
４
０
５
）５
９
５
１

受
講
生
募
集 

中
央
公
民
館
く
ら
し
の
教
養
講
座

　

く
ら
し
に
役
立
つ
公
開
講
座
で
す
。

誰
で
も
無
料
で
受
講
で
き
ま
す
。

　

当
日
は
、手
話
通
訳
・
要
約
筆
記（
無

料
）も
あ
り
ま
す
。

日
時　

５
月
21
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会

議
室（
大
谷
６
ー
24
）

演
題　
「
ハ
ラ
ノ
ム
シ
は
実
在
し
た
？

〜
九
州
国
立
博
物
館
の
魅
力
を

探
る
〜
」

講
師　

高た
か
せ瀬
昭あ
き
と登
さ
ん（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放

送
記
者
）

※　

託
児（
３
０
０
円
）が
必
要
な
人

は
、５
月
14
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

託
児
申
込
･
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教

育
課
公
民
館
担
当

1（
５
７
５
）４
１
２
１

5（
５
９
３
）７
３
８
０

初
心
者
や
親
子
の
参
加
も
歓
迎 

や
き
も
の
作
り
教
室

　
「
手
び
ね
り
」の
や
き
も
の
作
り
体
験

で
、古
代
の
陶
人
気
分
を
味
わ
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

当
日
作
っ
た
作
品
は
、窯か
ま

で
焼
い
て
、

後
日
お
渡
し
し
ま
す
。

日
時　

６
月
14
日
㈯

▽
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

▽
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

春
日
市
の
ぼ
り
窯
体
験
広
場 

（
白
水
ケ
丘
１
ー
４
）

参
加
費（
材
料
費
）　

粘
土
５
０
０
ｇ
当

た
り
２
０
０
円

定
員　

各
15
人（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

申
込
方
法　

５
月
14
日
㈬
〜
30
日
㈮ 

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、ま
た

は
直
接
窓
口
で
住
所
、氏
名
、電

話
番
号
、年
齢（
小
学
生
以
下
の

み
）、希
望
時
間
を
伝
え
る

※　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
保
護
者

同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館

1（
５
０
１
）１
１
４
４

5（
５
７
３
）１
０
７
７

知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

「
学
校
裏
サ
イ
ト
」の
危
険
性

　

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、「
ネ
ッ
ト
社
会
の
中
で
育
つ
子
ど
も

の
た
め
に
…
今
知
っ
て
お
き
た
い
こ

と
」と
題
し
、「
学
校
裏
サ
イ
ト
」の
危
険

性
に
つ
い
て
の
講
座
を
行
い
ま
す
。

　

当
日
は
、託
児（
５
カ
月
〜
未
就
学

児
・
一
人
１
，０
０
０
円
）も
行
い
ま
す
。

日
時　

６
月
５
日
㈭　

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

参
加
費　

３
０
０
円

定
員　

20
人

申
込
方
法　

６
月
2
日
㈪（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
、ハ
ガ
キ
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

※　

託
児
は
、５
月
29
日
㈭
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

　

同
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

開
設
し
ま
し
た
。ぜ
ひ
見
て
く
だ
さ

い
。http://w

w
w

2
.csf.ne.jp/

~m
achicen

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン

タ
ー「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
〒
816
ー

０
８
６
４
須
玖
北
５
ー
１
５
５
）

1（
５
８
９
）３
３
８
８

5（
５
８
９
）３
３
９
９

m
achicen@

bb.csf.ne.jp
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団
員
募
集 

第
 27
回
春
日
市
少
年
の
船

　

４
泊
５
日
の
沖
縄
研
修
を
通
し
て
、

団
体
生
活
を
楽
し
く
学
ん
で
も
ら
う
た

め
、少
年
の
船
の
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

日
程　

８
月
７
日
㈭
〜
11
日
㈪（
４
泊

５
日
）

※　

事
前
に
３
回
、事
後
に
１
回
の
研

修
が
あ
り
ま
す
。

研
修
内
容　

海
洋
研
修
、平
和
学
習
、文

化
体
験
学
習
な
ど

参
加
費

▽
小
学
生　

５
万
７
，０
０
０
円

▽
中
学
生　

６
万
１
，０
０
０
円

※　

別
途
、ユ
ニ
ホ
ー
ム
や
ア
ル
バ
ム

な
ど
の
費
用
と
し
て
、１
万
円
程
度

が
必
要
で
す
。な
お
、母
子
家
庭
や
心

身
障
害
児
、生
活
保
護
世
帯
な
ど
に

は
、参
加
費
の
一
部
を
助
成
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

定
員（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▽
小
学
生　

80
人

▽
中
学
生　

20
人

申
込
方
法　

５
月
31
日
㈯（
必
着
）ま
で

に
、申
込
用
紙
を
提
出
す
る（
郵

送
可
）

※　

申
込
用
紙
は
学
校
と
実
行
委
員
会

事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
少
年

の
船
実
行
委
員
会（
〒
816
ー

0
8
3
1
大
谷
６
ー
24
ふ
れ
あ

い
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

1（
５
８
４
）２
１
９
０（
5
兼
用
）

http://kasuga.ti-da.net/

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 

Yよ

さ

こ

い

O
S
A
K
O
I
カ
ー
ニ
バ
ル

　

11
月
23
日
㈰
に
開
催
す
る「
か
す
が

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
カ
ー
ニ
バ
ル
！
」の

企
画
・
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。

　

今
年
で
７
回
目
を
迎
え
る
こ
の
カ
ー

ニ
バ
ル
。「
誰
も
が
見
て
、参
加
し
て
、楽

し
め
る
お
祭
り
」を
テ
ー
マ
に
、皆
さ
ん

の
ア
イ
デ
ア
で
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

す
。

募
集
人
員　

10
人
程
度

申
込
方
法　

5
月
1
日
㈭
〜
15
日
㈭ 

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、携
帯
番

号（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）を
伝

え
る

※　

6
月
中
旬
か
ら
週
1
回
程
度
、平

日
の
夜
に
会
議
を
行
う
予
定
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
カ
ー
ニ
バ

ル
実
行
委
員
会
事
務
局　

陸む
つ
か
ど門

1（
５
９
６
）６
５
０
０（
5
兼
用
）

作
品
募
集 

第
６
回
日
中
友
好
児
童
絵
画
展

　

画
題
・
画
材
は
自
由
で
す
。ぜ
ひ
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。日
本
と
中
国
の
児
童

の
優
秀
作
品
は
、福
岡
ア
ジ
ア
美
術
館

に
展
示（
７
月
24
日
㈭
〜
29
日
㈫
）し
ま

す
。

対
象　

県
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
児
、小

学
生

規
格　

四
つ
切
り
画
用
紙（
一
人
１
作

品
ま
で
）

応
募
方
法　

作
品
の
裏
に
、画
題
、住 

所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、学
校 

名
、学
年（
年
齢
）、電
話
番
号
を

書
い
て
送
る

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

N
P
O
法
人

社
会
教
育
団
体
ベ
ル
ポ
会
事

務
局（
〒
812
ー
０
８
５
７
福

岡
市
博
多
区
西に
し
つ
き
ぐ
ま

月
隈
３
ー
８

ー
11
ー
8
1
2
）

1（
４
４
１
）８
０
５
９

5（
４
５
２
）５
６
４
３

ひ
い
ら
ぎ
作
業
所 

手
芸
関
連
品
を
譲
っ
て
く
だ
さ
い

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ
い
ら

ぎ
作
業
所
」で
は
、作
業
の
一
環
と
し

て
、手
芸
品
を
作
っ
て
販
売
し
て
い
ま

す
。

　

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
、毛
糸
や
布
、

古
い
着
物
な
ど
、手
芸
に
関
す
る
品
が

あ
り
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
譲
っ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
作
業
所（
春
日
公

園
７
ー
71
）

1（
５
９
２
）１
３
８
３（
5
兼
用
）

第
11
回
つ
く
し
路
1
0
0
㎞ 

徒
歩
の
旅　

　

１
日
20
㎞
、５
日
で
１
０
０
㎞
の
完

歩
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

小
学
４
年
生
〜
６
年
生

日
程　

８
月
８
日
㈮
〜
12
日
㈫（
４
泊

５
日
）

コ
ー
ス　

春
日
市
〜
那
珂
川
町
〜
筑
紫

野
市
〜
大
野
城
市
〜
太
宰
府
市

参
加
費　

２
万
３
，０
０
０
円（
食
費
・

T
シ
ャ
ツ
・
記
念
ビ
デ
オ
・
記
念

写
真
・
三
度
笠
代
を
含
む
）

定
員　

１
５
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

５
月
11
日
㈰
午
前
10
時
以

降
に
、電
話
で
申
し
込
む

※　

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
中
高
生
ス

タ
ッ
フ
研
修
生
も
募
集
し
て
い
ま 

す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　

つ
く
し
路
1 

０
０
㎞
徒
歩
の
旅
実
行
委
員
会

1（
９
２
４
）８
３
3
８

5（
９
２
１
）２
９
０
６

推
薦
し
て
く
だ
さ
い 

社
会
貢
献
者
表
彰　

　

人
命
救
助
や
長
年
に
わ
た
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、海
に
関
わ
る
貢
献
な
ど
、

社
会
貢
献
を
し
た
人
を
表
彰
し
ま
す
。

　

推
薦
は
誰
で
も
で
き
ま
す
。身
近
で
、

社
会
貢
献
活
動
を
し
て
い
る
人
を
ぜ
ひ

推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

推
薦
期
限　

５
月
31
日
㈯（
必
着
）

※　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

　
　

な
お
、推
薦
要
領
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
推
薦
要
領
請
求
先　

社

会
貢
献
支
援
財
団
事
務
局

1
０
３（
３
５
０
２
）０
９
１
０

5
０
３（
３
５
０
２
）７
１
９
０

http://w
w

w
.fesco.or.jp

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局 

無
料
法
律
相
談　

　

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
と
筑
紫
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
に
よ
る
、弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談
で
す
。

日
時　

５
月
15
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

同
支
局
１
階
相
談
室（
筑
紫
野

市
二ふ
つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う

日
市
中
央
５
ー
14
ー
７
）

相
談
時
間　

一
人
30
分

定
員　

６
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

５
月
７
日
㈬
午
前
８
時
30

分
以
降
に
、電
話
で
予
約
す
る

※　

資
力
基
準
を
満
た
す
人
を
対
象
と

し
ま
す
の
で
、予
約
の
際
に
収
入
な

ど
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
支
局

1（
９
２
２
）２
８
８
１

5（
９
２
２
）３
３
４
２



季
節
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、「
け
し
」

に
は
、植
え
て
良
い
も
の
と
悪
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な「
け
し
」を
見
か
け
た
人

は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

植
え
て
は
い
け
な
い「
け
し
」の
特
徴

▽
草
丈
が
大
き
く
、１
m
以
上
に
な
る

▽
全
体
が
白
っ
ぽ
い
緑
色
を
し
て
い

て
、毛
が
な
い

▽
茎
を
抱
き
込
む
よ
う
に
葉
が
生
え
て

い
る

▽
葉
が
大
き
く
、長
楕
円
形
で
、ま
わ
り

の
切
れ
込
み
が
浅
い

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先　

▽
筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所 

総
務

企
画
課
企
画
指
導
係

　

1（
５
１
３
）５
６
１
０

　

5（
５
１
３
）５
５
９
８

▽
筑
紫
警
察
署

　

1（
９
２
９
）０
１
１
０

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
は
か
り 

定
期
検
査　

　

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
は
か
り

は
、使
っ
て
い
く
う
ち
に
性
能
や
器
差

に
変
化
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、

計
量
法
に
よ
り
定
期
検
査
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

行
政
書
士
に
よ
る 

交
通
事
故
無
料
相
談
会　

　

交
通
事
故
に
か
か
わ
る
保
険
請
求
手

続
き
や
損
害
賠
償
請
求
の
書
類
作
成
に

つ
い
て
、相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時　

５
月
17
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

和
白
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー（
福

岡
市
東
区
和わ
じ
ろ
が
お
か

白
丘
１
ー
22
ー
27

Ｊ
Ｒ
福
工
大
前
駅
舎
内
）

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
行
政
書
士
会

1（
６
４
１
）２
５
０
１

5（
６
４
１
）２
５
０
３

請
求
は
お
済
み
で
す
か 

特
別
慰
労
品　

　

次
の
人
に
、あ
ら
た
め
て
慰
藉
の
念

を
表
す
た
め
、内
閣
総
理
大
臣
名
の「
特

別
慰
労
品
」を
贈
呈
し
ま
す
。

対
象

▽
恩
給
欠
格
者（
旧
軍
人
な
ど
で
恩
給

な
ど
を
受
け
て
い
な
い
人
）

▽
戦
後
強
制
抑
留
者（
ソ
連
や
モ
ン
ゴ

ル
に
強
制
抑
留
さ
れ
た
人
）

▽
引
揚
者（
終
戦
に
伴
い
本
邦
以
外
か

ら
引
き
揚
げ
て
き
た
人
）

請
求
期
限　

平
成
21
年
３
月
31
日

※　

請
求
書
は
市
福
祉
計
画
課
に
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

独
立
行
政
法
人
平
和

祈
念
事
業
特
別
基
金

7
０
１
２
０（
２
３
４
）９
３
３

http://w
w

w
.heiw

a.go.jp

５
月
１
日
〜
６
月
30
日 

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動　

　

き
れ
い
な「
け
し
」の
花
を
見
か
け
る

　

定
期
検
査
を
行
い
ま
す
の
で
、は
か

り
を
使
用
し
て
い
る
事
業
者
は
受
け
て

く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
13
日
㈫
・
14
日
㈬

午
前
10
時
〜
正
午
、午
後
1
時

〜
3
時

場
所　

春
日
市
商
工
会
館（
伯
玄
町
２

ー
24
）

問
い
合
わ
せ
先　

㈳
福
岡
県
計
量
協
会

1（
９
３
９
）２
９
１
２（
5
兼
用
）

納
付
を
忘
れ
ず
に 

平
成
 20
年
度
自
動
車
税　

　

平
成
20
年
度
の
自
動
車
税
の
納
期
限

は
、６
月
２
日
で
す
。

　

４
月
１
日
現
在
の
自
動
車
所
有
者
に

は
、納
税
通
知
書
を
５
月
初
旬
に
発
送

し
ま
す
。

　

自
動
車
税
は
、私
た
ち
の
暮
ら
し
に

欠
か
せ
な
い
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
ま
か
な

う
た
め
の
貴
重
な
財
源
と
な
り
ま
す
。

忘
れ
ず
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合

は
、県
税
事
務
所
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
筑
紫
県
税
事

務
所

1（
５
１
３
）５
５
７
６

　近年、住民票や戸籍謄本などの交付請求の際に、本人なりす
ましや偽りなどが発生しています。そのため、「戸籍法」と「住
民基本台帳法」が改正され、5月から施行されます。
　施行後は、住民票や戸籍謄本などの請求の際に、代理人はも
ちろん、本人が来庁した場合でも、身分証明書による本人確認
が義務付けられます。
　来庁する際は、身分証明書を持ってきてください。
身分証明書になるもの　▷住民基本台帳カード▷運転免許証

▷パスポート▷身体障害者手帳など顔写真付きで官公署
が発行したもの（いずれも有効期限内のもの）

※　いずれも持っていない人は、健康保険証や年金手帳、学生
証、社員証、キャッシュカ—ドな
ど、氏名が記載されているもの
を2種類以上持ってきてくださ
い。
なお、代理人の場合は、必ず委任
状が必要です。
問い合わせ先　市民課
　　1（584）1111
　　5（584）1141

住民票や
戸籍謄本などの

交付請求

K A S U G A         C I T Y25
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5月
行事予定表

須
す ぐ

玖児童センター
☎（573）2431 5（584）7739
須玖南2-120（すくすくプラザ内）

光
ひかりまち

町児童センター
☎（501）7014（5兼用）

光町2-180-4

毛
け か つ

勝児童センター
☎（581）5614（5兼用）

大土居1-38

7日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時

10日（土）

おまたせ！トランポリン　午前11時〜正午 遊びの出前！児童センター
午前10時30分〜正午、場所：春日野小多目的ホ
ール

母の日のプレゼント作り（ストラップ）　
午前10時30分〜正午、10人、150円　

母の日のプレゼント作り（ヘアーアクセサリー）
午後2時〜3時30分、小学4〜6年生、10人
100円　　　※裁縫道具持参

母の日クッキング♪（フルーツゼリー）　
午後1時30分〜3時、10組、200円
※親子での参加　

道場やぶり！　午後3時〜4時

11日（日）
母の日のプレゼント作り（フェルトで小物入れ）
午前10時30分〜正午、小学1〜3年生、10人、
100円　

トワイライトゾーン　午後5時〜6時
中学生以上

今日のおはなしなーに？（ビデオ上映＆母の日
かんたんプレゼント）　午後2時〜3時

13日（火） すくすく育児相談　午前10時〜11時30分

14日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時

17日（土）
インラインスケート教室　午後1時30分〜3時
12人　

一輪車教室　各10人　※雨天の場合は室内で
①乗れない人：午後2時〜3時
②乗れる人：午後3時〜4時

みんなで遊ぼう！（鬼ごっこ）　午後2時〜3時

18日（日） 楽しいクッキング（プリン・アラモード）
午後2時〜3時30分、12人、100円  　

かんたんクッキング（ヨーグルトケーキ）
午前10時30分〜正午、12人、100円  　

21日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時

23日（金） おはなし広場　午前11時〜11時30分

24日（土）
すぐリンピック　午後2時〜3時 道場やぶり！〜ゲームで対決〜　午後2時〜3時 遊びの出前！児童センター　午前10時〜正午

場所：春日西小フレンドホール

25日（日） トワイライトゾーン　午後5時〜6時
中学生以上

27日（火） おいでよ♪赤ちゃん（0〜1歳児向け）
午前10時30分〜正午、場所：いきいきプラザ

28日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時

30日（金）
たのしいおはなし　午前11時〜11時30分 ママの“ホッ”とタイム（手縫いでポシェット）　

午前10時〜正午、16人、500円　
※託児は23日までに要申込　

31日（土） かんたん工作　午後2時〜3時

子育て広場

ヨチヨチ広場（0〜1歳児向け） 須玖：22日㈭、29日㈭、光町：9日㈮、23日㈮、毛勝：9日㈮、23日㈮ 午前11時〜11時40分

親子サロン（1〜3歳児向け） 光町：13日㈫、毛勝：13日㈫、27日㈫

午前10時30分〜（1時間程度）
ニコニコくらぶ（2〜3歳児向け）

須玖：7日㈬・8日㈭・9日㈮・14日㈬・15日㈭・16日㈮
光町：14日㈬・15日㈭・21日㈬・22日㈭
毛勝：14日㈬・21日㈬・22日㈭

ルンルン広場（1〜3歳児向け） 毛勝：15日㈭（上白水公民館） 午前11時〜11時40分

伝言版

※　　　　の行事は、幼児も参加出来ます。保護者同伴で遊びに来てください。
※表中の金額は参加費（材料代や交通費）です。  
※ は申し込みが必要な行事です。5月1日㈭午後5時以降に申し込んでください。（電話可・小学生以上は原則として本人が申し込み）
　なお、申し込みは1人1行事までとし、行事によっては市外の人は参加できない場合があります。
※天候により、中止または内容を変更することがあります。問い合わせてください。

開館時間 午前10時〜午後5時 休館日 3日、4日、5日、6日、12日、19日、20日、26日

　みんなでプレゼントを作って、いつも家
族のためにがんばっているお母さんへ感
謝の気持ちを伝えよう。
▷母の日のプレゼント作り
　10日㈯・11日㈰（須玖）、10日㈯（毛勝）
▷母の日クッキング　
　10日㈯（光町）
申込・問い合わせ先　各児童センター

いつもありがとう、お母さん♪



＜広告欄＞

市の人口　 3/31 現在

◎総人口  109,200人
（前月比  -235）

女 　55,882人

男　 53,318人

◎世帯数  43,528世帯

◎増     ●転入     1,365人

●出生          83人

●その他増    17人

◎減     ●転出     1,652人

●死亡          46人

●その他減      2人

法律／労働／交通事故／土地・建物／国の業務／消費生活　相談窓口
■法律相談
市無料法律相談
☎（584）1111  5（584）1142
第3水曜日／受付 8時30分〜 
8時50分／定員15人（9時から
抽選）／市役所2階市民相談室

春日市商工会無料法律相談
☎（581）1407  5（575）0702
第1水曜日／受付8時30分〜

（相談は13時〜15時）／先着
6人／同商工会

県無料法律相談 ☎（643）3333
第1、第3金 曜 日 ／13時 〜16
時／先着6人（要電話予約）／
県庁県民相談室

有料法律相談 ☎（741）3208
月〜金曜日10時〜19時／土・
日曜日、祝日10時〜13時／ 1
人30分程度で5,250円／要電
話予約／天神弁護士センター

■労働相談
移動労働相談
☎（584）1111／ 第2水 曜 日
／13時 〜16時／ 市 役 所2階
201会議室
■交通事故相談
県交通事故相談
☎（622）0403 ／月〜金曜日
／9時〜17時（受付は午後4時
まで）／県庁交通事故相談所

交通事故被害者電話相談
☎（741）2270／月〜金曜日／
13時〜16時／県交通事故被
害者サポートセンター

■土地・建物の相談
住宅相談 ☎（725）0876
月〜金 曜 日／10時 〜17時／
住宅情報プラザ福岡（県建築
住宅センター内）

■国の業務に関する相談
定例行政相談　
☎（584）1111 5（584）1142
第4火 曜 日 ／10時 〜15時／
市役所2階市民相談室

福岡総合行政相談所　
☎（781）7830 ／月〜土曜日
／10時〜17時／岩田屋本館
新館6階お客様サロン
　
■消費生活相談
市消費生活相談
☎（584）1111 5（584）1153
毎週月・水・金曜日（祝日を除
く）／10時〜15時／市役所2
階市民相談室

県消費生活相談☎（632）0999
月 〜 金 曜 日／9時 〜16時30
分／消費生活センター

K A S U G A         C I T Y2�K A S U G A         C I T Y



問い合わせ先　社会教育課「お宝探偵局」　☎（575）4121 5（593）7380

地じ
ろ
く
て
ん
じ
ん

禄
天
神
社し

ゃ

薫風の候　
年度初めの慌ただしさも一段落。若葉の
香りをのせて爽やかな風が吹く。気が付
けば、ゴールデンウィーク直前。深山で
はアケボノツツジが咲く頃。花を求めて
の山旅も、食糧費や燃料費等の経費が
かさみ、小遣いを圧迫する。最小の経費
で最大の効果を心がける。一方、市の予
算も厳しい。職員も無駄のない効果的な
予算執行を肝に銘じ、日々の業務に取り
組んでいる。   　　　　　　　　　NN

写真：アケボノツツジ

　春日の集落の南東に位地する地禄天神社。春日
神社の末社で、詳しい創立年月日は不明ですが、集
落が作られたころに置かれたといわれています。
　ここに祭られている田の神様を敬う人は、古から
不作の兆しがないと言い伝えられていて、今日でも
木造の小さなお堂の周りは、いつも掃き清められて
います。

　平成15年3月に、運行を開始したコミュニティバス
「やよい」は、平成19年1月17日に利用者が100万
人を突破しました。
　これを記念して作った「やよい」チョロＱを、現在、
市役所などで販売しています。
販売場所　
▷市役所1階市民課
▷市民図書館（大谷6-24ふれあい文化センター内）
▷奴国の丘歴史資料館（岡本3-57）
販売額　1台600円（複数購入可）

申込・問い合わせ先
都市計画課

〒816-8501春日市役所
☎（584）1111
5（584）1143

▷4台　2,750円
▷5台　3,350円
▷6台　4,050円

販売額（チョロQ代+郵送・梱包代）
▷1台　850円
▷2台　1,450円
▷3台　2,050円
※　1回の梱包に、6台まで入れることができます。
　7台以上の金額は問い合わせてください。
購入方法　申込用紙と、購入を希望する台数分の販

売金額代金（定額小為替）を同封して郵送する
※　申込用紙は、市ホームページから印刷すること
ができます。
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

注意点
▷返品は受付けません。
▷不良品については、送付した状態のまま送り返して
ください。到着後、代わりの商品に返送分郵便料
を添えて、再度郵送します。

▷商品の発送には、数日かかることがあります。

　コミュニティバス「やよい」

　「チョロ　　　」

かわいい「やよい」を
ぜひあなたの手元にも。

郵送販売もしています！

「チョロ　　　」
申込・問い合わせ先

〒816-8501春日市役所
☎（584）1111
5

「チョロ　　　」「チョロ　　　」
販
売
中
!!
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